
平成 27年度振興施策進捗状況一覧（第２四半期） 
平成27年12月7日 

県 北 広 域 振 興 局 

アクション

プラン基本

方向 

アクションプラン   
重点施策 

№ アクションプラン 主な取組内容 部名 頁 

Ⅰ 安全      

安心に暮

らせるま

ちづくり 

１ 防災対策の推進 (1) 地震・津波対策の推進 土木、林務 1 

(2) 洪水・土砂災害対策の推進 土木部 2 

(3) 防災対策の強化 土木 2 

２ 地域経済や暮らしを

支える社会基盤の整備 

(1) 物流の効率化を支援する道路、港湾の整備 
土木部 

3 

(2) 圏域内外の交流拡大を支える道路の整備 3 

(3) 生産性の向上を支える林道の整備 林務部 3 

 
Ⅱ 地域

資源を生

かした活

力ある産

業づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－１ 農林水産業の経

営体の育成と産地形成 

【農業】 

(1) 地域農業を担う多様な経営体の育成 

農政部 

5 

(2) 農地の効率的利用の促進 6 

(3) 産地力の強化 6 

(4) 農畜産物の高付加価値化の推進 9 

(5) 農村環境・地域資源の維持保全 9 

３－２ 農林水産業の経

営体の育成と産地形成 

【林業】 

(1) 適切な森林整備と意欲ある経営体の育成 

林務部 

10 

(2) 素材の安定供給と加工流通体制の強化 11 

(3) 特用林産物の生産及び流通・販売体制の強
化 

11 

３－３ 農林水産業の経

営体の育成と産地形成 

【水産業】 

(1) 生産基盤等の復旧と整備 

水産部 

13 

(2) 水産物生産体制の強化 13 

(3) 流通・加工体制の構築と販路拡大 16 

４ 着地型観光の展開 (1) 広域的な情報発信による誘客の促進 

経営企画部 

18 

(2) 受入れ態勢の強化及び観光メニューの充実 19 

(3) 観光を担う人材の育成 20 

５ 地域資源を生かした

食産業の振興 

(1) 被災事業者の本格操業に向けた支援 

経営企画部 

20 

(2) 事業者の経営課題に応じた支援 20 

(3) 北いわて食材の認知度向上 21 

(4) 食産業を担う人材の育成 21 

(5) 安全・安心を支える体制の整備 21 

 
６ ものづくり産業の振

興 

(1) 被災企業の本格操業に向けた支援 

経営企画部 

22 

(2) 企業の経営課題に応じた支援 22 

(3) 地域の特徴的な産業の振興 22 

資料２－２ 



アクション

プラン基本

方向 

アクションプラン   
重点施策 

№ アクションプラン 主な取組内容 部名 頁 

Ⅱ 地域

資源を生

かした活

力ある産

業づくり 

 

６ ものづくり産業の振

興 

(4) ものづくりを担う人材の育成 

経営企画部 
22 

(5) 企業誘致の促進 23 

７ 雇用機会の確保・拡大 (1) 緊急的な雇用機会の確保 

経営企画部 

23 

(2) 新たな雇用の場の創出 24 

(3) 若年者等の就業支援 24 

Ⅲ 健康

で住みよ

い地域づ

くり○ 

８ 地域における医療と

健康づくりの推進 

(1) 被災住民への健康支援と医療体制の再構築 

保 健 福 祉 環 境 部 

26 

(2) 医療連携の推進 26 

(3) 自殺対策の推進 26 

(4) 生活習慣病予防の推進 27 

(5) 健康危機管理対策の推進 28 

９ 地域で支えあう福祉

の推進 

(1) 被災した児童、高齢者、障がい者への支援 

保 健 福 祉 環 境 部 

28 

(2) 地域で支える子育て支援 29 

(3) 地域で支える高齢者支援 29 

(4) 障がい者の自立生活支援 30 

(5) みんなが住みやすいまちづくりの推進 31 

10 良好な環境の保全 

 

(1) 環境を守り育てる人材の育成と協働の推進 

保 健 福 祉 環 境 部 

31 

(2) 良好な水環境の確保 32 

(3) 廃棄物の適正処理の推進 32 

(4) 青森県境産業廃棄物不法投棄事案への対応 32 

(5) 放射線量のモニタリング 

 

 

32 

11 定住環境の整備と地

域コミュニティの活性

化 

(1) 交通安全対策の推進 

土木部 
33 

(2) 地域の生活環境の整備 34 

(3) 地域コミュニティの活性化 経営企画部 34 

Ⅳ その

他重要施

策○ 

12 若者・女性の活躍支援 (1) 地域の魅力づくり・発信の促進 

経営企画部 

35 

(2) 子どもの地域への愛着促進 35 

(3) 若者の地元就職・定着支援 36 

(4) 魅力ある企業の育成 36 

13 国体の推進  経営企画部 36 

Ⅳ その

他重要施

14 被災者相談支援セン

ター 

(1) 被災者相談支援 
経営企画部 

37 

(2) 関係機関との連携・情報共有 38 



アクション

プラン基本

方向 

アクションプラン   
重点施策 

№ アクションプラン 主な取組内容 部名 頁 

策○ 
(3) 情報発信の強化 38 

15 北いわて情報発信 (1) 圏域内の住民への情報発信の強化 
経営企画部 

38 

(2) 圏域外での北いわての認知度向上 39 
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【Ⅰ 安全安心に暮らせるまちづくり】 

項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

１ 防災対策の推進 

(1)  地震・津波対策の推進 
 

 

【復興】 

１ 震災により被災した施設の早期復旧・整備を推進 

(1)  県管理の公共土木施設の復旧工事（全体 87 件） 

・４月～：平成 26 年度に引き続き復旧工事の推進 
【発注予定】 

  ・広内地区海岸 防潮堤嵩上ほか工事    

(2) 防災集団移転促進事業関係 

①主要地方道野田山形線 野田地区 

   ・4月～：収用裁決 

   ・4月～：工事の推進 

(3) 漁業集落防災機能強化事業関係 

 ①一般県道安家玉川線 下安家地区  （野田村） 

   ・4月～：工事の推進 

②一般県道八木港線 八木地区（洋野町） 

 ・4 月～：工事着手 

 (4) 津波冠水区域迂回関係 

 ①一般県道角ノ浜玉川線 玉川地区 （洋野町） 

・4月～：工事の推進 

 (5) 防潮堤嵩上げ関係 

①  二級河川久慈川 

  ・4 月～：防潮堤・・付替市道橋梁工事ほかの推進 

    ：用地・物件補償契約の推進 

 

 

② 二級河川夏井川 

  ・4 月～：防潮堤・橋梁下部工工事の推進 

     ：用地・物件補償契約の推進 

 
１ 震災により被災した施設の早期復旧・整備を推進 

(1) 県管理の公共土木施設の復旧工事（全体 87 件） 

・４月～：未発注工事８件の発注を推進 

 

 

(2) 防災集団移転促進事業関係 

①主要地方道野田山形線 野田地区 

  ・４月～：工事を推進中  

(3) 漁業集落防災機能強化事業関係 

 ①一般県道安家玉川線 下安家地区  （野田村） 

  ・４月～：工事を推進中 

 ②一般県道八木港線 八木地区（洋野町） 

  ・４月 29 日：ＪＲ協議済 

(4) 津波冠水区域迂回関係 

 ①一般県道角ノ浜玉川線 玉川地区 （洋野町） 

  ・４月～：工事を推進中 

 

(5) 防潮堤嵩上げ関係 

①  二級河川久慈川 

 ・４月～：用地・物件補償契約を推進中 

 

 

② 二級河川夏井川 

 ・４月～：用地・物件補償契約を推進中 

（事業認定申請資料の作成） 

 

・Ｈ28 年３月迄：契約（うち７件は、水門・陸閘の遠隔操作化に

よる本庁一括発注） 

 

 

・9 月：収用裁決申請 

・10 月：橋梁上部工工事発注 

・12 月：道路改良その 10 工事発注 

 

・10 月：道路改良その４工事発注 

 

・10 月：県道嵩上げ改良舗装工事発注 

 

 

・10 月：舗装工事発注 

 

 

・Ｈ28 年３月迄：用地・物件補償契約 

・10 月：橋梁下部工工事発注 

・Ｈ28 年３月迄：用地・物件補償契約、橋梁上部工工事発注 

 

・11 月：事業認定申請 

・Ｈ28 年３月迄：堤防嵩上工事発注 

  (6) 港湾・海岸保全施設の復旧・整備関係 

① 久慈港諏訪下地区 

・4 月～：H27 年度事業完了に向け防潮堤・陸閘工事を推進 

② 野田地区海岸 

・4 月～：H30 年度事業完了に向け防潮堤・水門等工事を推進 

 

 

③ 八木地区海岸 

・4 月～：H28 年度事業完了に向け防潮堤・陸閘等工事を推進 

④ 水門・陸閘の遠隔操作化 

   ・4 月～：県全体の整備方針見直しに伴う修正設計及び遠隔化工
事発注に向けた調整・準備（H27.9 月発注予定） 

(6) 港湾・海岸保全施設の復旧・整備関係 

① 久慈港諏訪下地区 

 ・４月～：工事を推進中 
 ・６月：重要変更協議（陸閘等） 
・９月：乗越道路工事発注 

 ② 野田地区海岸 

  ・４月～：工事を推進中 
  
 

 

③ 八木地区海岸 

  ・４月～：工事を推進中 
 

④ 水門・陸閘の遠隔操作化 

  ・４月～：工事発注に向けた調整・準備を推進 

  中 

・９月議会：遠隔化工事発注(本庁) 

 
 
 
 

 
・早期完成に向けて工事を推進 
 
 
 
 
・早期完成に向けて工事を推進 
  
 
 
 
・早期完成に向けて工事を推進 
  
 
・10 月：遠隔化本省変更協議 

・３月：遠隔化局舎・放送設備工事発注（県北局） 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

 (7) 林業関係 
ア 林野庁所管の県管理施設の復旧工事（野田村前浜地区防潮堤） 
・4月：H25 年度繰越工事の実施・完成 
・4～3月：H26 年度契約工事の実施 

(7)林業関係 
ア 林野庁所管の県管理施設の復旧工事（躯体総延長 L=1,339ｍ） 
・ 2 件の工事のうち 1件は 4月に工事完成、 
 うち 1 件は工事実施中 

 
・～3 月：施工 
 

イ 前浜地区海岸防潮林再生に向けた検討 
・9 月～：住民の意見や要望等を聞き取る機会の検討（野田村役

場との連携） 
・11月 ：地域住民等との講習会等の開催 
 

イ 前浜地区海岸防潮林再生に向けた検討 
・野田村との打合せを実施（6/18,9/8） 

・11/8「緑の再生シンポジウム」における意見交換の実施 

 【復興以外の治山事業】 
[久慈]  大湊地区ほか 5地区（3件） 
・4～3月：工事 6件の実施 

【復興以外の治山事業】 
[久慈]  大湊地区ほか 5地区（3件） 
・3件のうち 2件は工事完成、 
 うち 1 件は工事実施中 

・～3 月：施工 

 [二戸]  織詰地区ほか 8地区（12 件） 
・H26 繰越工事 5 件 
・H27 工事 7 件 
 

[二戸]  織詰地区ほか 8地区（12 件） 
・12件のうち 3 件は工事完成、 
 うち 9 件は工事実施中 

 
・～3 月：施工 

(2)洪水・土砂災害対策の推進 
 
 

１ 洪水・土砂災害が懸念される地区における河川や砂防などの防
災施設等の整備を推進 

 

【河川事業】 

(1) 馬淵川・安比川 

・５月 ：測量・設計等の発注、推進 

・３月 ：委託完了（H27 年度分） 

【砂防事業】 

(1) 平糠沢 豊岡地区（一戸町） 

・６月 ：渓流保全工工事発注、推進 

・３月 ：工事完成 

(2) 似鳥の沢 似鳥の沢地区（二戸市） 

・６月 ：渓流保全工工事の発注、推進 

・３月 ：工事完成 

【急傾斜地崩壊対策事業】 

(1) 道ノ上地区（二戸市） 

  ・４月～：用地補償事務の推進（その２工区） 

・８月 ：待受擁壁工工事の発注、推進（その１工区） 

・３月 ：工事完成 

(2) 八幡舘地区（二戸市） 

  ・７月 ：用地測量の発注 

・10 月 ：用地補償事務着手 

(3) 下前田地区（二戸市） 

  ・６月 ：調査・設計の発注、推進 

・３月 ：委託業務完了 

１ 洪水・土砂災害が懸念される地区における河川や砂防などの
防災施設等の整備を推進 

 

【河川事業】 

(1) 馬淵川・安比川 

・６月 河川課と馬渕川・安比川の整備計画打合せを実施 

・圃場整備計画との調整が必要な安比川福田地区について、測
量・設計委託を発注済 

【砂防事業】 

(1) 平糠沢 豊岡地区（一戸町） 

・工事発注済(9/3 契約) 

 

 (2) 似鳥の沢 似鳥の沢地区（二戸市） 

・工事発注済(10/1 契約) 

 

【急傾斜地崩壊対策事業】 

(1) 道ノ上地区（二戸市） 

・用地補償完了(6 月)・工事発注済(10/6 契約) 

 

 

(2) 八幡舘地区（二戸市） 

  ・工事説明会実施・用地測量完了 

 

(3) 下前田地区（二戸市） 

・調査の結果、事業範囲が保安林で、保安施設が存在すること
から解除不能であることが判明 

 

 

 

 

・測量・設計の実施 

 

 

 

 

・工事実施 

・効率的な工程を検討し、年度内完了を図る。 

 

 

・工事実施 

・効率的な工程を検討し、年度内完了を図る。 

 

 

 

・工事実施 

 

 

 

・測量・設計の実施 

 

 

・二戸市の要望について、林務室へ情報提供する。 

(3) 防災対策の強化 
 

 

１ 防災意識の向上や災害時の的確な行動を確保するための啓発活
動として、津波防災出前講座を開催 

・ ４～６月：２回 

・ ７～９月：２回 
・ 10～12 月：２回 

１ 防災意識の向上や災害時の的確な行動を確保するための啓発活
動として、津波防災出前講座を開催 

・ ４～６月：５回 

 ・ ７～９月：５回 
 

 
・ 10～11 月：６回 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

２ 地域経済や暮らしを支える社会
基盤の整備 

(1) 物流の効率化を支援する道
路、港湾の整備 

 

１ 内陸部からアクセスする道路や高速道路インターチェンジにア
クセスする道路など、復興支援道路や復興関連道路として県が所
管する幹線道路の整備を推進 

 

① 一般国道 281 号 案内地区 

・4 月～：トンネル工事の推進 

・4 月～：橋りょう工事の推進  

 

② 主要地方道野田山形線 野田地区 

 ・4 月～：収用採決 

・4 月～：工事の推進 

③ 一般県道普代小屋瀬線 芦渡の２地区 

 ・4 月～：用地補償調査、用地･補償の促進 

・6 月 ：工事着手 

１ 内陸部からアクセスする道路や高速道路インターチェンジにア
クセスする道路など、復興支援道路や復興関連道路として県が所
管する幹線道路の整備を推進 

 

① 一般国道 281 号 案内地区 

・4 月～：トンネル工事を推進中 

・4 月～：橋りょう工事を推進中  

 

②  主要地方道野田山形線 野田地区 

 ・４月～：工事を推進中 

 

③ 一般県道普代小屋瀬線 芦渡の２地区 

 ・４月～：用地補償調査、用地･補償を促進中 

・４月～：工事発注を推進中 

 
 
 
 
 
・８月 19 日：トンネル貫通式 
・９月：橋梁上部工工事着工 
・1 月：トンネル舗装工事発注 
・1 月：明かり部改良工事発注 
 
・10 月：橋梁上部工工事発注 
・12 月：道路改良その 10 工事発注 
・３月：収用裁決申請 
 
・10 月：道路改良工事発注 
・Ｈ28 年３月迄：用地・物件補償契約 

④ 一般県道明戸八木線 小田の沢地区 

 ・4 月～：道路詳細設計、用地･補償調査の促進 

・3 月 ：用地･補償の完了 

⑤ 主要地方道二戸五日市線 浄法寺バイパス地区 

・4 月～：年度内事業完了に向け舗装工事を推進 

・3 月 ：事業完了 

⑥ 一般国道 340 号 駒板地区 

・4 月～：改良工事の推進 

⑦ 一般県道一戸浄法寺線 中里地区 

・4 月～：用地補償事務の推進 

⑧ 一般県道二戸軽米線 長嶺地区 

・4 月～：用地補償事務の推進 

⑨ 一般国道 340 号 長興寺地区 

・4 月～：用地補償事務の推進 

⑩ 一般国道 395 号 赤石峠地区 

・4 月～：用地補償事務の推進 

・10 月 ：改良工事着手 

・3 月 ：工事の推進 

④ 一般県道明戸八木線 小田の沢地区 

 ・４月～：図化、道路予備設計を推進中 

 

 

⑤ 主要地方道二戸五日市線 浄法寺バイパス地区 

・9 月 19 日供用開始 

 

⑥ 一般国道 340 号 駒板地区 

・改良工事の推進中 

⑦ 一般県道一戸浄法寺線 中里地区 

・用地補償事務の推進中、用地説明会実施 

⑧ 一般県道二戸軽米線 長嶺地区 

・用地補償事務の推進中 計画・用地説明会実施 

⑨ 一般国道 340 号 長興寺地区 

・用地補償事務の推進中、用地説明会実施 

⑩ 一般国道 395 号 赤石峠地区 

・用地補償事務の推進中、 県内在住者用地取得 

完了  

 
 
・12 月～：用地･補償調査発注 

・Ｈ28 年３月迄：用地・物件補償契約 

 

 

・現道修繕工事推進 

 

・改良工事推進、年内の改良工事概成 

 

 

・用地補償事務の推進 

  

・用地補償事務の推進 

 

・用地補償事務の推進 

  

・用地補償事務の推進 

 県外在住者用地交渉 

 工事発注 

(2)  圏域外の交流拡大を支援する
道路の整備 

 

 

１ 圏域へのアクセス改善及び県際道路のあい路解消や県内各地を
周遊する観光客の利便性向上を図るための道路整備を推進 

 

(1) 一般県道野田長内線 小袖～大尻地区（拡幅） 

 ・4 月～ ：工事発注に向けた関係機関との調整 

・10 月～：工事の推進（全面通行止にて施工） 

１ 圏域へのアクセス改善及び県際道路のあい路解消や県内各地を
周遊する観光客の利便性向上を図るための道路整備を推進 

 

(1) 一般県道野田長内線 小袖～大尻地区（拡幅） 

 ・５月～ ：交通量調査実施 

 

 
 
 
 
・８月：交通量調査実施 
・９月：道路改良工事発注 

(3) 生産性の向上を支える林道の整
備 

 

１ 国道・県道・市町村道や基幹的農道と一体となった道路ネット
ワークの構築に取り組みながら、効率的な林道の整備を推進 

  

(1) 八木玉川線（洋野町） 
延長：1,097（560）ｍ 

・ 7月：工事着手・ 3月：工事完了 

(1)八木玉川線（洋野町 延長 1,106ｍ(320ｍ)1件） 
・工事実施中 

・～3 月：施工 

(2) 安孫・平糠線（一戸町） 
延長：（68）ｍ 

・ Ｈ26.7月：工事契約 
・ 6月：工事完了 
延長：（220）ｍ 

・ 7月：工事契約 
・ 2月：工事完了 
 

(2) 安孫・平糠線 
（一戸町 延長（68m）1件） 
・6月に工事完成 
（一戸町 延長（220m）1件） 
・工事実施中 

 
 
 
 
・～2 月：施工 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

(3) 毛無森線（二戸市浄法寺町） 
延長：578（1,080）ｍ 

・ 4月：工事着手 
・11月：工事完了 

(3) 毛無森線（二戸市浄法寺町 延長 578m（1,080m）1 件） 
・工事実施中 

 
・～11 月：施工 

 (4)花見舟打線（二戸市） 
延長：430（310）ｍ 

・ 6月：工事契約 
・12月：工事完了 

(4) 花見舟打線（二戸市 延長 430m（310m）1件） 
・工事実施中 

 
・～12 月：施工 
 

 (5)折爪岳線（九戸村） 
1箇所（法面改良等） 

・ 6月：工事契約 
・11月：工事完了 

(5) 折爪岳線（九戸村 1箇所 1件） 
・工事実施中 

 
・～11 月：施工 
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【Ⅱ 地域資源を生かした活力ある産業づくり】   

項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

３ー1 農林水産業の経営体の育
成と産地形成 【農業】 
 
(1) 地域農業を担う多様な経営
体の育成 
○地域の中核となる農業者の経
営発展 

 

 

 

 

① 意欲ある農業者の経営力向上強化 

（広域） 

○販売額向上のための経営改善計画の達成支援 

 

 

（久慈） 

○中堅ほうれんそう農家(4戸)の経営発展への意欲向上促進 

 

（二戸） 

○認定農業者、地域農業マスタープランの中心経営体等への経営力

の向上支援 

（広域） 

・農業販売額向上支援事業に 8 経営体を選定し、販売額向上に寄与

する取組に誘導するとともに、個別指導を実施 

・重点指導農家への単年度計画の策定と技術・経営発展の取組支援

（久慈 15名、二戸 12 名） 

（久慈） 

・大規模園芸経営体発展研修の開催（産地リーディングサポーター

の講演（8月 4名）、経営課題をチェック） 

（二戸） 

・農業経営発展セミナーの開催（経営改善事例現地視察(6月 7 名)） 

（広域） 

・販売額向上実践の取組支援（8 経営体） 

・重点経営体の改善計画実践の取組支援 

 

 

（久慈） 

・県内研修（八幡平）、県外研修（岐阜県高山市） 

 

（二戸） 

・自己経営分析、経営計画の作成等研修（10～12 月） 

② 地域農業マスタープランの実践 

（広域） 

○農地中間管理事業を活用した中心的経営体への農地集積支援

（対象：モデル 8地区） 

（久慈） 

・宇部川地区の事務手続き支援（約 20haの同意確保） 

（二戸） 

・金田一地区及び伊保内地区に係る事務手続き支援（交付決定 5ha） 

（久慈） 

・宇部川地区約 35haの同意確保を支援(10～12月) 

 

（二戸） 

・金田一沖地区の事務手続きの重点的支援（10～3月） 

 ○次世代を担う多様な担い手の

確保・定着 

 

① 新規就農者の確保と定着支援体制の強化 

（広域） 

○就農個別相談と生産・経営技術向上のための指導巡回の実施 

 

 

 

 

 

 

（二戸） 

○新規就農者レベルアップ塾の開催 

（久慈） 

・就農個別相談の実施(6名、うち 2 名就農) 

・巡回指導の実施(ほうれんそうの技術・菌床しいたけの施設導入等

課題解決に向けた取組支援、15名） 

・新規就農者確保育成アクションプランを検討、暫定版策定 

（二戸） 

・市町村毎就農相談会の実施(2回開催。一戸町で 11月までに 1名が

就農予定) 

・青年等就農計画の作成支援（25名） 

 

・第 1回農業技術の基礎(7名)、第 2回経営発展事例を研修(6 名) 

（広域） 

・新規就農者確保育成 APの実行 

・関係機関・団体による指導巡回の実施（久慈 3 回、二戸 2回） 

 

 

（二戸） 

・第 3､4 回 農業経営向上研修（11､12 月） 

 ② 女性農業者の経営参画促進 

（広域） 

○ 牛飼い女子グループの公募及び活動支援 

 

（久慈） 

・「ミルクレディース」の活動支援（酪農出前授業：久慈小・大野小、

他業種女性グループとの交流会） 

（二戸） 

・「奥中山酪農女子会」活動支援(金ヶ崎の乳製品加工場「カウベル」

視察、奥中山農業祭にて来場者約 300名へ活動及び地元産牛乳を PR) 

（久慈） 

・他の酪農女性ｸﾞﾙｰﾌﾟとの交流（10 月） 

 

（二戸） 

・チーズ加工研修、、試作会の開催（10～12月） 

 （久慈） 

○若手女性農業者の経営力の向上支援 

（二戸） 

○農業女子セミナーの開催、若手女性農業者の交流会開催 

（久慈） 

・対象者のリストアップ(30 代中心に 22名選定） 

（二戸） 

・第１回農業機械の基礎知識習得(12 名)、第 2 回(7 名)・第 3 回経

営発展事例を研修(10名) 

（久慈） 

・若手女性農業者経営力向上研修（1月） 

（二戸） 

・第 4～6回開催(PC活用や農産加工など、10～1月) 

 ○集落営農組織の経営力の強化 ① 集落営農組織（基盤整備地区）の経営確立支援 

（久慈） 

○基盤整備実施地区の営農体制確立及び運営支援 

【宇部川営農組合及び(農)宇部川ファーム（久慈市、野田村）】 

（久慈） 

・H27 整備済農地 42ha で担い手 32ha 作付（宇部川ファーム 20ha、

個人の担い手 12ha） 

・直播栽培 4.6ha、ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｶﾊﾞｰﾌﾟﾗﾝﾂ 150㎡の実証（生育は概ね順調） 

 

 

（久慈） 

・実証の結果検討と次年度の営農計画策定支援 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

 （二戸） 

○基盤整備地区の営農体制確立 

 【川又地区営農組合（二戸市）】 

 【鳥海地区営農組合（一戸町）】 

（二戸） 

【川又地区営農組合（二戸市）】 

・6月 営農体制検討（地域資源保全活動を検討） 

【鳥海地区営農組合（一戸町）】 

・H25～26 年面工事終了ほ場の集積、5.4ha での飼料用米の生育は順

調 

（二戸） 

【川又地区営農組合（二戸市）】 

・経理および作付計画策定支援 

【鳥海地区営農組合（一戸町）】 

・今後の引渡しほ場の管理支援、経理指導、組織内での分業体制

構築への誘導 

(2) 農地の効率的利用の促進 
○水田整備と農地の効率的利用 

 

① 基盤整備事業実施地区の水田整備等の円滑な推進 

(久慈) 

【宇部川地区(継続)：久慈市、野田村】（H25～H30） 

・7～9月：前年度工事仕上げ（53ha） 

    ほ場整備工事実施（5工区 20ha） 

      ほ場整備工事契約・施工準備（6工区 8ha） 

10～3 月：既発注ほ場整備工事の実施（28ha） 

 

 

 ○畑地かんがい施設等の整備に
よる営農の効率化 

① 国営・県営事業における末端かんがい施設整備の普及啓発と合

意形成の促進 

（二戸） 

○ 畑地かんがい効果実証と利用技術の啓発普及 

・6月：定植後 6回のかん水でレタス収量 3割増実証 

・6月：畑かんマイスター委嘱 

・6 月：畑地かんがい実演会等の開催（6/4 奥中山地区、6/8 米沢地

区） 

・4～9 月の大志田ダムからの揚水量は 297 千ｍ3 と過去最大量。ハ

ウス栽培、レタスの定植に効果を発揮 

・9月：畑地かんがい実演会開催（9/4 軽米、約 70名） 

○畑地かんがい効果実証 

・11月：畑かん先進地研修実施 

・12月：畑かんマイスター出前講座 

 （畑地かんがい効果の農家への啓発） 

 

 
(3)  産地力の強化 
 

【園芸】 

 ○地域協働支援体制の強化によ
る産地づくり 
 

① 地域協働支援体制の機能強化 

(久慈) 

○園芸推進センターの機能強化 

 

 

 

 

（久慈） 

・産地ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞｻﾎﾟｰﾀｰによる巡回指導（5,8,9 月） 

・３首長・ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞｻﾎﾟｰﾀｰによる園芸農家全戸巡回（7～8 月）にて  

園芸農家 580 戸、生産意欲を喚起、ほうれそう農家 368 戸の経営実

態を把握、就農予定者 8名を確認 

・園芸推進ｾﾝﾀｰ事務局会議・支援会議(8月 新規栽培者の発掘等) 

（久慈） 

・新規栽培者の発掘等の重要課題に向けたﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑの発足と対応 

・園芸センター事務局会議、事務局会議(11月) 

 （二戸） 

○市町村園芸ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ活動支援 

（二戸） 

・アドバイザー3名、トレーナー58 名による技術指導 

・二戸市：園芸農家巡回（8 月）就農して間もない 4名の激励巡回、

生産者の意欲向上を喚起。新規栽培希望者現地見学会（9月） 

・一戸町：展示圃、支援対象 4 名の巡回指導（うち 2 名は夢ファー

ム卒業生）技術指導、困り事相談 

・軽米町：学校給食への食材提供、生産者 2 名による出前授業によ

り生産意欲の喚起、児童の農畜産物への理解を熟成。新規栽培者研

修会 

 ・九戸村：新規生産者現地研修会（４名 9月）） 

（二戸） 

・二戸市：学校給食への食材提供、生産者による出前授業、新規栽

培希望者への説明会（10～12 月） 

・軽米町：園芸栽培説明会、女性生産者交流会、担い手交流会（9～

1 月） 

・九戸村：新規栽培者相談会、遊休ハウス調査（10～11 月) 

 ② 労力確保体制の充実支援 

（二戸） 

○長期雇用に向けた試行モデル実証等の取組 

 

 

 

・労力支援コーディネーターの設置（7 月） 

・農作業アルバイト（長期雇用）の実証、募集活動（新聞折込、カ

シオペア FM 等）及び農作業アルバイト説明会・面接会開催 2 回 

 実績：希望農家 16戸に対し 12 戸、募集人員 27 名に対し 28名 

・きゅうり摘葉ヘルパー共同雇用に係る募集活動（新聞折込、カシ

オペア FM等）ヘルパー説明会・面接会開催 

 実績：申込者総数：22 名、採用人数：20 名、辞退者数：5 名、雇

用 15 名、葉取ヘルパーの実施（7/20～54 日間） 

・アンケート調査（11～12月） 

・労力確保検討会(2月) 

・共同雇用の取組検証(11月) 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

○主力品目等の生産拡大 

 

 

 

① 野菜・花き・果樹の生産性向上（規模拡大、単収向上、省力

化）の促進 

(久慈) 

○ほうれんそうの単収向上支援 

○ほうれんそうの規模拡大・省力化推進 

 

（久慈） 

・春(4･5月)、夏(7～9 月)の収量ｱｯﾌﾟｺﾝｸｰﾙを実施、春 169t（前年比

149%）、夏 331t（同 86%） 

・久慈地方ほうれんそう振興大会の開催(4 月）による生産意欲の喚

起（250名参加） 

・支援班による土壌消毒実績 112a（計画の 80％目標 140a） 

・ほうれんそうの生産性拡大（根切り機５台、ハウス３棟等の導入

支援） 

・ほうれんそう機械化一貫体系の実演会(8 月,50 名参加) 

・中核農家巡回において「もう１作運動」の展開による秋冬期作付

促進(～9 月中旬) 

・遊休ハウスの利用促進のため実態調査を支援（洋野町 9月） 

(久慈) 

・品種検討会（12～１月） 

・中核農家ｾﾐﾅｰにおける機械化一貫体系の省力効果の周知（1月） 

・総合的土づくり勉強会(2月) 

・各支部座談会での昨年の反省、新技術等の伝達（1～2月） 

 （二戸） 

○果菜類／作型分化による長期安定生産 

 <きゅうり、トマト>（抑制作型導入戸数 10 戸） 

 

○葉菜／省力・低コスト栽培技術 

 ＜レタス＞（導入戸数 4戸） 

 

○花き／優良新品種の導入支援と生産拡大 

 <りんどう>（栽培面積：LB-3号 29a、LB-4号 100a） 

 

○果樹／ブランド果物の安定生産 

 <おうとう>（出荷目標 13t） 

（二戸） 

・きゅうり：抑制作型を 8戸が導入 

・トマト：抑制作型を 11戸 41a導入 

 

・レタス：実証圃設置(8 月)及び収穫調査（9 月）、園芸産地パワー

アップ事業(県単)で、かん水装置助成（8月下旬～） 

 

・りんどう：新品種（2 系統 LB3,LB4）の実証展示圃設置を LB3の評

価が高かった 

 

・おうとう：販売実績の検討（JA 新いわて北部地域さくらんぼ生産

部会、9月）、目標 13t に対し実績 24t 

（二戸） 

・ハウス導入（12戸・27棟、11月） 

 

 

・レタス実績取りまとめ（～12月） 

 

 

・北部りんどう実績検討会（12月） 

 

 

・「冬恋」収穫目揃会(11月) 

 ② 需要に応じた業務用野菜の生産拡大 

（二戸） 

○露地ほうれんそうの拡大推進（出荷数量 50ｔ） 

○学校給食用春まき玉ねぎの栽培実証（収量 3～4t/10a） 

・露地ほうれんそう：春採り出荷数量実績 19.4t（当初計画 28ｔ） 

 （内訳：奥中山  13.1ｔ, 浄法寺 6.3ｔ） 

・春まきたまねぎ：生産者数 17 名 151aと倍増  

・秋採り作型の作付面積：150ａ 

秋まきの出荷予定数量：22.5ｔ 

（JA新岩手管内の年間出荷数量：50ｔ） 

 ③ 集出荷施設の機能強化支援 

（二戸） 

○野菜集出荷施設再編整備(ＪＡ新いわて）の支援 

・奥中山野菜集出荷場の再編整備支援 

・九戸野菜集出荷場について、28 年度強い農業づくり事業の採択に

向けた取組支援（計画策定等） 

・補助金事業完了（11 月：工事着手、2 月：竣工） 

【畜産】 

○安全・安心な和牛の産地づくり 

 

① 意欲ある担い手の規模拡大・生産性向上の支援 

（広域） 

○生産性向上に向けた指導の実施 

 

・重点指導対象農家の選定及び実践（分娩間隔短縮：久慈 5 戸、二

戸 3 戸、子牛育成向上：久慈 5 戸）により農家の取り組み意識が改

善、発育不足牛の上場割合が低下 

 参考 和牛子牛価格実績（市場 3 日間平均との対比） 

  久慈：去勢 100.3%、雌 100.8%（4～9月） 

  二戸：（北部）去勢 100.5％雌 100.6％、 

    （奥中山）去勢 100.0％雌 98.2％（4～8月） 

・発情発見器・分娩看視カメラ（デモ機）の導入による労働時間の

減少、管理負荷の軽減指導開始 

 

 

 

 

・定期巡回指導中間実績検討会（10 月） 

・発情発見器及び分娩看視カメラの有用性実証 

・和牛繁殖技術研修会（12月） 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

○安全・安心な酪農の産地づくり 

 
 
 
 
 

① 高品質な生乳生産支援 

（広域） 

○バルク乳モニタリング検査による乳質改善指導体制の確立（重

点指導農家の生乳体細胞数 30万未満） 

 

（久慈） 

・バルク乳モニタリング検査結果により重点指導対象農家を 3 戸選

定（8 月）、搾乳立会による衛生管理指導（9 月）により、農家の搾

乳衛生管理意識が改善 

（二戸） 

・重点農家一戸の個体別検査、搾乳立会による指導(複数回)により

搾乳時の衛生面が改善、環境性ブドウ球菌が減少 

・全戸バルク乳モニタリング検査(5～6 月) 

・個体別検査結果に基づく重点農家への指導（9月） 

（久慈） 

・指導後の乳質検査による効果検証 

 

 

（二戸） 

・搾乳立会による指導(3戸 11～12月)  

・バーンミーティング（現地指導）2回（11～2月） 

・飼養管理技術向上（繁殖管理）研修会の開催（12月） 

 ② 担い手酪農家の生産基盤の整備等支援 

（久慈） 

○ 酪農関連施設整備の推進（実施計画に基づく整備） 

（二戸） 

○ 事業実施計画の作成（参加農家の事業計画確定） 

 

（久慈） 

・農家との牛舎設計協議・指導（7月） 

・事業事務処理（計画承認、補助金交付決定） 

（二戸） 

・事業実施計画策定に係る関係者打合せ（4～7月） 

（久慈） 

・測量試験設計の実施（10月） 

 

（二戸） 

・事業実施計画の作成（2月） 

 ③ 外部支援組織の育成 

（久慈） 

○ 需要量の安定供給に向けた粗飼料の生産性向上 

（二戸） 

○新規 TMRセンター組織の設立支援 

（久慈） 

・適正品種の導入に向けた飼料用トウモロコシの収穫量調査（9月、

定点調査、試験区） 

（二戸） 

・1戸 1法人及び利用農家で事業参加の検討 

（久慈） 

・収量調査結果による適性品種及び雑草防除技術等栽培管理方法の

検討 

（二戸） 

・3月：新規 TMRセンター組織の設立支援 

 

(4) 農畜産物の高付加価値化

の推進 

○６次産業化実践者への支援体制

等の強化 

 

 

 

 

① 県北地域６次産業化サポート会議による支援体制強化（広

域）  

・サポート会議開催（第１回、事業計画等の情報共有、4 月、第 2

回 支援や取組事例等の情報共有、9月） 

・第三回（次年度計画等の共有 2月） 

② ６次産業化実践者育成と商品づくり・販路の開拓支援 

（広域） 

○６次産業化実践者の育成（すそ野拡大） 

 

 

 

(広域) 

・農林水産物の安全・安心ＰＲ 

 

 

 

（久慈） 

・農家レストラン（野田村つきや）に対する個別指導（新規工房開

設者の味噌の試験仕込（大豆 30kg）支援） 

 

（広域） 

・関東圏での PR実施（いわて農林水産物消費者理解増進対策事業：

久慈市（ラゾーナ川﨑東芝ビル、神奈川県)、二戸市特産品開発推進

協議会（板橋区ハッピーロード大山商店街、東京都） 

 

（広域） 

・６次産業化スタートアップ研修会開催（11 月、６次産業化志向者

の掘り起こし） 

（久慈） 

・スタッフ会議への参画による経営力強化支援の継続 

・味噌の本格加工計画作成支援 

（広域） 

・洋野町(いわて銀河プラザ 11 月)、二戸市特産品開発推進協議会（い

わて銀河プラザ、大山商店街、10月） 

○６次産業化実践者の商品開発・販路開拓等のレベルアップ 

 

・お土産品等開発にモデル的に取り組む起業者等の募集と選定（久

慈、間澤智子氏、二戸：農事組合法人金田一営農組合） 

・いわて国体お土産品開発支援（随時）   

 

 

○産直施設の販売額向上 

 

① 運営改善に向けたトータルコーディネート 

（広域） 

 

 

 

・㈲ベネット青木アドバイザーによる産直運営改善指導（ブラッシ

ュアップ研修会（6 及び 9月）、各産直及び集合研修 

・モデル産直 2団体での運営改善実証着手（久慈：スマイル直売所、

二戸：キッチンガーデン） 

・産直運営改善計画の実践支援・秋冬期野菜の栽培指導（10～3月） 

・改善モデル実証指導（10～1月） 

 

② 産直の顔となる商品開発への支援 

（広域） 

・アドバイザーによる運営改善モデル実証産直の指導等（9 月、

陳列方法。惣菜等の充実、POPの充実等）。 

 

 

・各産直との打合せ等 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

○地域特産物の利用・販売促進 ① 山ぶどうの商品開発・販路拡大支援 

（久慈） 

・岩手県工業技術センターと醸造評価試験委託契約締結（6月） 

・前年度醸造評価試験の学会公表（8月） 

・醸造試験開始（10月、6系統＋遅摘み 2 系統） 

・山ぶどうロゴの選定・PR活用 

 ② 雑穀等の販売促進・新品種の販路拡大支援 
（二戸） 
<雑穀> 
○食品企業への紹介と商品開発・改訂支援（商品数：4 品） 
 
 
 
 
＜低アミロース米「きらほ」＞ 
○食品企業への紹介と商品開発・改訂支援（商品数：2 品） 

＜雑穀＞ 

・学生が考案した雑穀ゆべし「まんまるゆべっち」商品発表(5 月)、

販売継続（約 200個/日製造） 

・「平泉黄金バウム」商品発表(7 月 21 日)、販売（7 月：500 個、8

月 800 個販売）復興庁世界に通用する究極のお土産品最終審査で 10

選に選考（9 月） 

＜きらほ＞ 

・久慈市漁協と三の丸ひまわりマッチング（福わらしで販売しなが

ら、商品改良することに） 

・三の丸ひまわりへの「きらほ」の加工特性指導(8 月、講師：マー

マ食品） 

・「漁師の昆布〆さんま寿司」販売(8月)、｢イカ飯｣販売(9月) 

＜雑穀＞ 

・11月 新品種機能性の説明会 

(参集：健康食品メーカー、雑穀取扱業者等) 

・商品開発・改訂支援：10 月 学生による雑穀ゆべし商品評価会と

評価を反映した改良支援 

 

＜きらほ＞ 

・商品開発・改訂支援：10月～ 販売状況確認と商品改訂支援 

 ③ ブランド果物のＰＲ・消費者との交流支援 

（二戸） 

・おうとう収穫体験交流会を IGR観光及び二戸市観光協会主催で各々

2 回実施（6 月）計 56 名参加 

・ブルーベリー摘み取り園での消費者交流を実施（7月）46名参加 

・カシオペア FMを利用したブランド果物の PR活動 

（7月 3回、9月 1 回） 

・「冬恋」収穫体験交流会（11月下旬、川徳友の会、県北観光バス、

IGRいわて銀河鉄道、二戸市観光協会） 

・「冬恋」蜜入・糖度体験会(12月上旬)、伊勢丹新宿本店店頭にて蜜

入・糖度を実測し、商品をアピール 

・メディアを利用したブランド果物の PR 活動（10 月下旬～12 月上

旬） 

 

(5) 農村環境・地域資源の保全 

 

○農村環境・地域資源の保全・活

用の推進 

 

 

 

 

① 日本型直接支払制度を活用した地域資源保全活動の拡大支援 

（広域） 

○多面的機能支払交付金 

【農地維持支払】 

 （久慈）21協定、協定面積   750ha 

 （二戸）99協定、協定面積 2,716ha 

 

（広域） 

・交付金交付契約(6月) 

（久慈） 

・新規取組に向けた集落座談会(9月、洋野町、普代村) 

（二戸） 

・新規取組に向けた普及啓発活動（5～9 月,市町村パネル展示、カ

シオペアＦＭ放送、庁舎フロアー、奥中山農業祭） 

・新規取組に向けた集落座談会(6～9月各市町村) 

・新規取組(9月,13組織見込) 

 

（広域） 

・10～3月：取組拡大に向けた地元説明会支援 

・12月：活動組織の中間検査 

・1月：活動組織への農政局検査 

・3月：活動実績の確認 

 

○中山間地域直接支払 

  (久慈)15協定、面積 89ha 

  (二戸)96協定、面積 1,098ha 

（久慈・二戸） 

・同制度地方推進班の設置と取組計画策定、推進交付金交付決定（5

～6月） 

・久慈市、野田村、普代村の協定認定作業を支援（8～9月） 

（久慈・二戸） 

・10～3 月：交付金交付、現地確認、優良事例把握、新規地区の掘

り起こし 

○環境保全型農業直接支払 

  (二戸)6 協定、面積 46ha 

（二戸） 

・4月：推進交付金交付申請 

 

（二戸） 

・10月割当内示、交付申請、交付契約 

・3月実績確認、交付金交付 
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項目 今年度の取組内容 第 2四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

３－２ 農林水産業の経営体の育
成と産地形成【林業】 

   

(1) 適切な森林整備と意欲ある
経営体の育成 

○ 計画的・効率的な森林施業
の推進 

 
 

１ 計画的・効率的な森林施業の推進 
(1) 森林整備事業による森林整備（予算要望量） 
[久慈]造林 25ha、下刈 100ha、間伐 18ha、更新伐 28ha 
[二戸]造林 97ha、下刈 482ha、更新伐 43ha 
 
 
 

 
(1) 森林整備事業による森林整備 

・ 9月末現在の申請状況 

 造林 下刈 間伐等 森林作業道 

久慈 19.16ha 92.16ha 17.89ha 930m 

二戸 138.32ha 477.39ha 18.17ha  
 

 
 
・秋造林、更新伐、保育作業の申請受理、検査 
 

(2) 森林整備加速化・林業再生基金事業による間伐推進 
（計画量） 
[久慈]間伐 30ha、林内路網整備 1,187m 
[二戸]間伐 46ha、林内路網整備 3,447m 
 

(2) 森林整備加速化・林業再生基金事業による間伐推進（交付決定） 
[久慈]間伐 29.40ha、林内路網整備 1,187m 
[二戸]間伐 45.96ha、林内路網整備 3,447ｍ 

 
・補助事業の進捗管理 
・追加事業計画の審査 

(3)森林整備加速化・林業再生交付金事業による間伐推進 
（計画量） 
[久慈]間伐 46.79ha、森林作業道整備 300ｍ 
[二戸]間伐 79.40ha、森林作業道整備 3,400ｍ 

(3)森林整備加速化・林業再生交付金事業による間伐推進（交付決定） 
[久慈]間伐 39.49ha、森林作業道 300m 
[二戸]間伐 79.4ha、森林作業道整備 3,400m 

 
 
・補助事業の進捗管理 
 

 (4) いわて環境の森整備事業による強度間伐の推進 
（H23～H27第２期目標量） 
[久慈]H23～27目標 950ha、H23～26実績 578ha、 
[二戸]H23～27目標 400ha、H23～26実績 324ha、 
 
 

(4) いわて環境の森整備事業による強度間伐の推進 
・ H27承認分 9 月末現在の確保状況 

 確保面積 交付決定 

久慈 15 件 106.72ha 4 件 28.94ha 

二戸 11 件 49.21ha   
 

 
・事業地の掘り起こし、交付決定、進捗管理 
 

 (5) 県有林事業による間伐推進（計画量） 
[久慈]間伐 232ha 
[二戸]間伐 49ha、作業道整備 66ｍ 
・4～7月：間伐功程調査 
・7～9月：間伐事業発注 
・8～3月：間伐事業実施 
 

(5) 県有林事業による間伐推進 
[久慈] 間伐 45.91ha 契約 
[二戸] 間伐 2.35ha契約、作業道 66ｍ完了 

 
・間伐作業の確実な実施に向けた進捗管理 
 

 
 
 
 
 
 

(6) コンテナ苗木による低密度植栽の普及啓発 
[二戸]モデル林造成：1箇所 
・10月：低密度植栽研修会 
・9～3月：低密度植栽の育林過程調査 
 

(6) コンテナ苗木による低密度植栽の普及啓発 
[二戸] 植栽（研修）場所の調整 

 
・研修の開催（10/23） 

○ 施業集約化に向けた地域
けん引型林業経営体等の取
組支援 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 施業集約化に向けた地域けん引型林業経営体等の取組支援 
  地域けん引型林業経営体による地域森林経営プランの
実践支援 

（地域けん引型林業経営体 H27事業計画） 
[久慈]造林 17ha、間伐 34ha、皆伐 39ha 
[二戸]造林 95ha、間伐 55ha、皆伐 59ha 
・4～3月：経営計画作成及び施業プランナー育成支援 
・4～12月：経営体間の連携による森林整備の実践支援 

２ 施業集約化に向けた地域けん引型林業経営体等の取組支援 
 
（地域けん引型林業経営体 H27事業実施状況） 

 造林 間伐等 更新伐 

久慈 17.16ha 12.42ha -ha 

二戸 103ha -ha -ha 

地域けん引型林業経営体等への指導状況 
[久慈] 3事業体、11 回 
[二戸] 5事業体、13 回 

 

 
 
・森林経営計画の実行管理 
・地域森林経営プランの実行管理 
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項目 今年度の取組内容 第 2四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

(2) 素材の安定供給と加工流通
体制の強化 

 

１ 地域材の安定供給体制の整備 
[共通] 
・4月～：補助事業による高性能林業機械等の導入支援 

[久慈] 
・5 月～：久慈地域における林業・木材産業の課題検討

会を開催 
[二戸] 
・4月～：乾燥材供給に関する情報・意見交換会の開催 

１ 地域材の安定供給体制の整備 
[共通] 

・高性能林業機械導入支援 
 5事業体、9台の導入支援を実施中 

[久慈] 
・林業・木材産業の課題検討会開催（6/30,9/16） 
[二戸] 
・先進地視察研修（7/9北上プライウッド） 

 
[共通] 
・補助事業の進捗管理 
[久慈] 
・次回に向けた情報整理 
[二戸] 
・先進地視察研修 県外(12 月上旬） 

 
２ 木質バイオマス需要への対応 

[久慈]  
・4 月～：市町村等の木質バイオマスボイラー導入検討

指導 
・5 月～：久慈地域における林業・木材産業の課題検討

会を開催【再掲】 

２ 木質バイオマス需要への対応 
[久慈]  

・木質バイオマス利用施設の導入支援 
1 事業体 1台の導入支援を実施中（薪ボイラー） 

・薪ボイラー導入企業の先進事例調査（9/25一関市） 
・久慈地域における林業・木材産業の課題検討会（再掲） 

 
[久慈] 
・補助事業完了（11/5） 
・木質バイオマス発電事例研修（2/上旬） 
 

 
[二戸] 
・4月～：二戸地域における需給調整体制の整備 
 
 
 

[二戸] 
ア 岩手県北部地域木質バイオマス需給協議会 

・協議会開催指導 
イ 二戸地域木材安定供給協議会 

・幹事会開催(6/22) 
・役員会開催(7/28) 
・納材開始に向けた体制整備及び説明会開催指導(9/30) 
・製材端材（背板）利用に向けた自然乾燥試験の実施 

 

 
ア ・協議会の開催指導 
 
イ ・納材開始予定（10月） 
  ・協議会及びバイオマス証明等に係る説明会の開催指導 
  ・製材端材利用に向けた体制整備の指導 

(3) 特用林産物の生産及び流
通・販売体制の強化 

○ 木炭生産、流通、販売が安
定的に行われる体制の構築 

 
 

   

１ 木炭生産、流通、販売が安定的に行われる体制を構築 
・4～3月：北いわて木炭産業振興協議会の組織強化（会

員加入促進等）と価格及び需給状況把握への支援 
・10 月：市町村（日本一の炭の里構想づくり推進協議会）

と連携した、地域住民に向けた木炭利用の普及啓
発（木炭まつりの開催） 

 
 

１ 木炭生産、流通、販売が安定的に行われる体制を構築 
ア 北いわて木炭産業振興協議会の支援 
・役員会開催支援・加入促進働きかけ等 7 回 
・第 4回総会開催（5/25） 

 
ア 協議会支援 
・北いわて木炭産業振興のつどい開催支援（11/20） 

イ 木炭まつり開催 
・北いわて木炭産業振興協議会、日本一の炭の里づくり構想推進協議会（久
慈市）との調整（7～10月） 

 
 

イ 木炭まつり 
・木炭まつりの開催（10/17～18 久慈地方産業まつりにおい
て実施） 

ウ その他 
・ 岩手県木炭品評会審査会支援（11/5～6） 
 

○ 乾しいたけの生産量拡大や
生産技術の向上に向けた取組 

 
 

２ 乾しいたけの生産拡大に向けた安全性の確認や販路拡
大・消費拡大に向けた取組 
・4～3月：乾しいたけ販売促進活動の取組み支援（県内・

八戸、首都圏） 
・7～11 月：地元飲食店における乾しいたけ利用促進活

動 
・4～3 月：しいたけ・原木・ほだ木の放射性物質検査の

実施 
・6月：久慈地方乾しいたけ品評会の実施 
・11月：地域団体商標勉強会開催 
 
 

２ 乾しいたけの生産拡大に向けた安全性の確認や販路拡大・消費拡大に向けた
取組 
ア 販売促進用資材作成 
・乾しいたけＰＲ用の大漁旗とのぼりを作成し、各種イベントや洋野エモー
ション等で活用。（8月～） 

 
 
ア 販売促進 
・洋野町エモーションにおける PR（随時） 

イ 販売促進・利用促進活動 
・久慈地方森林組合の新商品「どんこスライス」の販売促進支援（7/4-5ユニ

バース久慈 SC店「岩手の乾しいたけ応援キャンペーン」） 
・岩手の乾しいたけフェアにおける PR 活動（7/7、JR東日本盛岡駅） 

イ 販売促進・利用促進 
・量販店への販促支援（10/17～18 イトーヨーカドー大宮宮
原店） 

・イベントにおける販売促進活動（10/17～18 久慈地方産業
まつり、10/24～25 洋野町農業まつり） 

・地元飲食店における試食提供開始（11月～ 6 店舗と調整
中） 

ウ 地域団体商標等勉強会 
・岩手県発明協会との打合 
 

ウ 勉強会 
・地理的表示保護制度勉強会（12/上旬） 

エ 久慈地方乾しいたけ品評会の実施等 
・第 35回久慈地方乾しいたけ品評会（6/9） 
・全国乾椎茸品評会（6/26、一ノ渡則男氏（軽米町）農林水産大臣賞、高城
邦夫氏（洋野町）林野庁長官賞）） 

 

オ 生産量の維持･拡大 
・春子乾しいたけの放射性物質全戸検査（4～8月 193件基準超過なし） 
・秋子の放射性物質全戸検査開始（9月～） 
・生産者研修会講師等（7～10月 3 回） 

オ 生産量の維持・拡大 
・秋子乾しいたけ全戸検査（～1 月） 
・新規参入者へのほだ木造成支援（12～3月） 
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項目 今年度の取組内容 第 2四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

○ 漆資源の維持・確保に向け
た漆林適正管理の推進及び
浄法寺漆の普及啓発 

３ 漆資源の維持・確保に向けた漆林適正管理の推進及び浄
法寺漆の普及啓発 
(1) 漆資源の維持・確保に向けた取組 

・10月：保育管理研修会の開催 
・10～11 月：漆掻き職人と漆林所有者のマッチング支援 
・10～12 月：漆林保育作業実施（補助） 3.0ha 

３ 漆資源の維持・確保に向けた漆林適正管理の推進及び浄法寺漆の普及啓発 
(1) 漆資源の維持・確保に向けた取組 

[漆林保育作業] 
・交付決定（浄法寺漆生産組合）6/8 
 

(1) 漆資源の維持・確保 
・漆林の保育管理研修会（11/13） 
・漆林保育作業の実施支援（～11月） 

 
 

 
 

(2) 浄法寺漆器普及促進支援活動 
・4～3月：浄法寺漆器ＰＲ  
・11月：近隣都市部イベントにおける浄法寺漆の普及活

動 

（2）普及啓発 
・浄法寺うるしの達人を巡るツアー(9/19) 
・浄法寺漆器ＰＲ（漆器貸し出し） 

二戸市 民間食堂（そばえ庵 4/13～5/12・ 
福わらし 4/20～5/12） 

一関市 一関合同庁舎食堂（6/1～6/30） 
大船渡市 大船渡合同庁舎食堂（7/6～8/7） 

（2）普及啓発 
・森のめぐみ展 IN はっち（八戸市）での浄法寺漆普及活動
（11/7～8） 

・県合同庁舎や民間食堂への漆器の貸し出し 
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【Ⅱ 地域資源を生かした活力ある産業づくり】 

項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

３―３ 農林水産業の経営体の育
成と産地形成【水産業】 

(1)  生産基盤等の復旧と整備 
 
 

１ 海岸施設等の復旧促進、サケふ化場等生産施設の復旧に
目途 

・海岸、漁港、集落環境施設復旧 
 
・久慈地区水産環境（増殖溝）復旧推進（洋野、野田） 
 
 
・久慈川漁協新さけ・ますふ化場の整備（8月完成）等復旧
事業の完了 
※県北地域で震災前と同数（102 百万尾）の放流体制 

１ 海岸施設等の復旧促進、サケふ化場等生産施設の復旧に
目途 

・海岸、漁港、集落環境施設復旧 
 
・久慈地区水産環境(増殖溝）復旧推進（洋野、野田） 
 
 
・久慈川漁協大川目第２ふ化場の整備（9/30竣工式） 
 
 

 
 
・工事監理を実施し、年度内完成を目指す 
 
・仮設道路の用地境界調査及び増殖溝の施工可能な延長等を調査終了後発
注予定 
 
・整備後のさけ稚魚生産状況の確認及び指導 

２ 水産基盤整備方針（H27年 2月策定）に基づいた計画的
な漁港、海岸、増殖場整備 

・太田名部漁港整備 
 
・久慈地区水産環境（久喜東）増殖場整備(1地区) 
 
・漁港施設機能強化事業（種市漁港、久喜漁港、堀内漁港） 
 
・漁港施設機能保全基本計画策定(種市漁港、久喜漁港、太
田名部漁港) 

２ 水産基盤整備方針（H27年 2月策定）に基づいた計画的
な漁港、海岸、増殖場整備 

・太田名部漁港整備 
 
・久慈地区水産環境（久喜東）増殖場整備(1地区) 
 
・漁港施設機能強化事業(種市漁港、久喜漁港、堀内漁港） 
 
・漁港施設機能保全基本計画策定(種市漁港、久喜漁港、太
田名部漁港) 

 
 
・工事監理を実施し、年度内完成を目指す  
台風 23号によりケーソン沈下、手直工事着手 

・工事監理を実施し、年度内完成を目指す 
 
・10月中に設計調査委託業務を発注し、完了後実施設計作成し発注予定 
 
・工程監理を実施し、年度内完成を目指す 
 

(2) 水産物生産体制の強化 
 
 
 
 
 

１ 地域漁業の復興を担う経営体の育成 
○地域再生営漁計画実行支援を通じた担い手活動の活性化 
 
 
 

 
○地域再生営漁計画実行支援を通じた担い手活動の活性化 
・地域再生営漁活動支援事業の実施 
（普代村漁協の新商品開発を支援） 
 

 
・小子内漁協：増殖溝の砂除去、ろ過装置の機能向上を支援 
・普代村漁協：コンブの新商品開発を継続支援 
・追加実行支援要望調査 
 

○浜の活力再生プランの作成支援 
 （普代地区は 26年度策定済） 
 
 

○浜の活力再生プランの作成支援 
プラン作成主体となる地区再生委員会の立上を支援、野田

地区、久慈地区は設置済 
洋野町は町内漁協から委員会設立の合意（9/29） 

・洋野町の委員会立ち上げ、３地区のﾌﾟﾗﾝ年度内完成を支援 
 
 

○漁業担い手組織の育成、活性化 
・久慈地域担い手協議会の開催 
 
・研究グループ等担い手組織の活性化、新規グループの結成
支援 
 
 
 

○漁業担い手組織の育成、活性化 
・第１回漁業担い手対策推進協議会の開催（8/25） 
担い手確保対策について意見交換 

・久慈市漁協大尻漁業研究会の設立支援（5/24設立） 
・漁青連九戸支部総会（5/23） 
・岩手県青年・女性漁業者交流大会（9/15花巻市） 
 宿戸漁業研究会が地区代表として直売会活動について
実績発表、県代表発表決定 

・野田村漁協下安家漁業研究会の活動再開を支援 
 

 
・第 2回漁業担い手対策推進協議会開催（1月） 担い手ビジョンについて

意見交換 
・全国大会に向けて宿戸漁業研究会の発表を支援 
・各研究会の活動支援（視察、活動テーマ提案） 
 
 

・漁業士の育成と久慈支部活動の活性化 
 
 
 
 
 

・漁業士会久慈支部総会の開催（5/26） 
人口減少問題を意見交換 

・岩手県漁業士会総会（7/4盛岡市） 
・東日本女性漁業士交流会（8/20盛岡市） 
・玉川浜漁協の２名が岩手県漁業指導士に認定（8/28盛岡
市） 

・地区漁業士研修会の開催支援（１月） 
 

 
 

・マーケットインの産地交流会の開催 
 
 

・食の交流会 in名古屋に普代村漁協（女性部 2名）と参加
し、ｺﾝﾌﾞの浜料理提案と交流（6/19） 
その結果、ﾃﾞﾝｿｰ岩手ﾌｪｱ（9/28～10/9 愛知県）で社食に

普代産昆布、ワカメの使用が決定。 
・カキ養殖振興セミナーを開催（7/28） 

・商談後のフォローを行うとともに、昆布の消費拡大に向けて支援を継続
実施 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

 
 
 
 
 
 
 
 

２ 漁業担い手の確保対策と漁村女性の活動支援 
・海づくり少年団等の活動支援 
 

 
 
 
 
 

２ 漁業担い手の確保対策と漁村女性の活動支援 
・担い手育成基金事業の実施指導 
（久慈市漁協、野田村漁協） 

・海づくり少年団や関係団体が実施する漁業体験活動（サケ
稚魚放流、ウニ剥き体験、磯観察等）を支援 
 久喜小学校 磯の生物観察（6/3） 
久喜海づくり少年団 磯の生物観察（6/3） 

 夏休み漁業体験（7/18） 
宿戸中学校 塩ウニ作り体験（8/3～4） 
中野小学校 有家浜の生き物を調べよう（9/3） 

 

・Ｈ27 担い手育成基金事業の実施を随時指導 
・Ｈ28 担い手育成基金事業要望調査（12 月） 
・久喜、普代海作り少年団のサケ新巻き作り体験を指導予定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・高校生を対象とした漁業体験実習（漁獲から加工、販売ま
での体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ） 
 
 
 
 

 
 
 
 

・北の海人養成塾 
久慈東高校海洋科学系列 2年生、3年生を対象に久慈市漁

協二子漁業生産部の協力により実施 
天然ワカメ漁、ボイル塩蔵加工（5/22） 

 ボイル塩蔵ワカメの芯抜き作業（5/27）  
 ウニ漁見学、ウニむき身加工（7/3） 
 教職員の潜水実習（7/31） 
生徒が製造した塩蔵ワカメを二子直売会で販売（8/1～2） 
県内高校水産クラブ発表会で体験発表（9/29） 

・カゴ漁、イシカゲガイ計測等を予定 
・今年度の実習の総括と次年度の実習内容の検討 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

・漁協女性部等の活動活性化 
「第２回浜料理のつどい」の開催 

・天然海藻商品化の調査・ｾﾐﾅｰの開催 
 
 
 

・九戸地区女性部連絡協議会にて「浜料理の集い」及び「海
藻セミナー」の計画説明、両イベントの同時開催とした（9/5） 
 
 

・10月初旬 今年度の開催要領等の決定 
・10月 24日浜料理ｺﾝｸｰﾙ地区大会開催 
・10月 24日天然海藻商品化ｾﾐﾅｰ開催 
・漁協女性活動ｾﾐﾅｰの開催（2月：テーマ未定） 
 

 ・潜水漁業安全操業講習会の開催 
 
 

・素もぐり漁業者を対象に潜水安全講習会を開催 
洋野町（7/9 2箇所）参加者 170名 
久慈市（7/10 2箇所）参加者 58名 

 

・10/20（洋野町 1箇所）で実施予定 
 
 
 

 ３ 秋サケ資源造成に向けた確実な種卵確保対策 
・サケ稚魚放流指導（3月～） 
・ふ化場別の種苗放流計画の策定（7月）及び実行支援（河
川・海産親魚の積極的活用、種卵調整や定置網関係者との連
携） 
 

 

３ 秋サケ資源造成に向けた確実な種卵確保対策 
・各ふ化場の池別生産計画の作成支援 
・管内サケふ化場担当者会議（8/27） 
・9月下旬の種卵調整（下安家漁協の河川捕獲、採卵が順調）
→管内（久慈川、普代村漁協に 200万粒ずつ移出決定）、管
外移出も県庁を通じて調整中。 
 

・各ふ化場の池別生産計画の実行支援 
・種卵調整や海産親魚確保指導 
・県北地区さけ・ます増殖事業推進協議会の再開支援 
・普代川の河口閉塞対策 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 地域再生営漁計画の実行支援による増養殖振興対策 
 
 
 

○アワビ、ウニ増殖対策 
・栽培協会の種苗生産支援による放流計画達成（全県ウニ
250万個、アワビ 500万個） 
・潜水漁業安全操業講習会の開催（再掲） 
・アワビ中間育成や放流技術指導 
 
・磯根調査やウニ移植等漁場管理技術指導 
 

４ 地域再生営漁計画の実行支援による増養殖振興対策 
・地域再生営漁活動支援事業の実施（再掲） 
（小子内浜漁協、普代村漁協） 
 

○アワビ、ウニ増殖対策 
・管内漁協の種苗放流に立会し、放流方法等を指導 
アワビ：管内 116万個放流 
ウ ニ：管内 138万個放流 
ナマコ：管内 3万個放流 
ヒラメ：管内 15万尾放流 

 
・小子内漁業研究会の中間育成中のアワビ種苗の放流のため
温度剥離方法を指導 
・岩手大学と種市南漁協宿戸研究会が実施中の沖ウニの有効
活用試験を支援 
 

・事業の円滑な実施に向けた指導 
・追加実行支援要望調査 
 
 
 
・管内漁協の種苗放流の立会、放流方法等の指導 
アワビ：管内 116万個放流予定 
ウ  ニ：管内 122万個放流予定 
ナマコ：管内 7万個放流予定 
ヒラメ：放流終了 

 
・中間育成結果のとりまとめ、技術指導 
・水技センターの県北磯根定点調査への協力 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

 
 
 
 
 
 
 
 

○ワカメ、コンブ、ホタテ養殖対策 
・普及指導員による技術指導 
 ホタテ天然採苗指導、生育調査 
ワカメ・コンブ成長調査 

・省エネ・付加価値化対策 
コンブ乾燥効率化 
ホタテガイ蓄養、成貝出荷の検討 

 
 

○ワカメ、コンブ、ホタテ養殖対策 
・野田湾におけるホタテガイラーバ調査（７回）、付着調査
（３回）を実施し、県内に情報提供 
・ホタテガイラーバの免疫染色方法を研修し、来期以降の実
施を検討 
・普代のコンブ販売促進のため、食の交流会 in名古屋に参
加（6/19） 
・水技が野田湾で実施している、振動抑制によるホタテ養殖
研究を補助 
・岩手大学との連携を検討（コンブ乾燥効率化等） 
・普代村漁協のコンブ新商品開発支援（先進地視察 金沢、
静岡 7/13～15） 

 
・養殖ワカメ生育調査指導 
・コンブ種苗生産指導 
・ホタテ振動対策継続支援 
 
 
 
 
 
・岩手大学との情報共有。 
・野田村漁協ﾎﾀﾃ蓄養施設の取水、注水方法改良 
・試作品のお披露目、アンケート調査指導（海フェスタ in普代、10/4） 

 ○新規増養殖種目の技術開発と普及 
・アワビ養殖試験（25年 9月～） 
  久慈市漁協（夏井漁業生産部、二子漁業生産部） 

 

○新規増養殖種目の技術開発と普及 
・夏井漁業生産部のアワビを計測（6/9） 
 
 

 
・二子漁業生産部のアワビを測定（10 月予定） 
 

 ・マガキ養殖試験（25年 12月～）  
  久慈市漁協、野田村漁協、普代村漁協、種市南漁協 

 
 
 
 
 
 
 
 

・マガキ養殖試験  
 久慈市漁協（５地区）、野田村漁協、普代村漁協、種市南
漁協で H26産種苗によるカキシングルシード養殖試験を開
始 
 ①久慈市漁協：7～8月に５地区測定。 

9月の台風波浪等により養殖カゴ流出（大尻地区）及
び一部破損（夏井地区） 

 ②野田村漁協：H25年産種苗を毎月測定。生食販売開始。
ノロウイルス検査実施（出荷時期は毎週、それ以外は月
１回）。 
カゴの防汚塗料の効果把握試験を開始（7月：野田漁

友会、下安家研究会） 
温湯駆除試験を実施 

③普代村漁協：時化等により養殖カゴ流失 
野田漁友会から種苗移入して再開（9 月） 

 ④種市南漁協：アワビ養殖池と漁港内で試験 
7月に測定したところ漁港内の成長が良好 

 

・シングルシード試験、防汚塗料試験を継続実施 
・野田村漁協のノロウイルス検査を継続実施 
・カキの温湯駆除試験の経過観察 

 
 
 
 

 

 ・ホヤ種苗生産指導（26年 12月～） 
野田村漁協、普代村漁協 

 

・ホヤ 
野田村漁協：昨年採苗した種苗の巻き込み作業を実施（9

月）。 

・採苗準備（あく抜き等） 
・小子内漁業研究会、宿戸漁業研修会への試験用種苗提供と指導 
・普代村漁協：昨年採苗した種苗の巻き込み作業を予定（10/5）。 
・新規希望地区の技術指導 

 ・ナマコ増殖指導（種苗放流） 
 
 

・ナマコ 
種苗放流に立会し、放流方法等を指導 
漁獲調査（8/5大尻地区） 

 久慈市のナマコ礁による増殖試験への技術指導 

・久慈市のナマコ産地対策への技術支援 
（ナマコ礁設置は１月以降の予定） 
 
 

  
 

・エゾイシカゲガイ 
久慈市漁協二子漁業生産部が取り組むエゾイシカゲガイ

の天然採苗を指導（9月約 30個/6タライ採苗を確認） 
 

・エゾイシカゲガイの養殖指導（随時） 
 
 
 

 ・久慈湾の漁場環境調査（25年 4月～） 
・新規種目は流通販売対策も指導 

・４月から毎月１回湾内４地点で環境調査を実施 
・販売対策検討のためカキ養殖振興セミナーを開催（7/28） 
 

・毎月１回の調査を継続実施、取りまとめ関係者への報告会の開催（来年
度調査体制の協議） 
 

 ５ 県北地域の内水面漁業の振興 
○広域連携によるカワウ等被害防止対策 
・県北管内を３エリアに分け効率的な被害防止対策の実施と
評価 
・県北広域の連携体制整備（情報収集・共有体制の整備、広
域的な分布調査の実施等） 

５ 県北地域の内水面漁業の振興 
○広域連携によるカワウ等被害防止対策 
・4月管内 5内水面漁協と委託契約締結 
・管内 5内水面漁協からの情報収集・共有体制を整備（5月
～）、カワウ等飛来調査及び被害防止活動の報告を定期的に
入手 

 
・委託契約内容の履行確認 
広域連携組織の設置、会議開催（１月） 
・各漁協への飛来情報及び取組み結果報告を徹底し、飛来情報及び取組み
内容確認を実施 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

 
 
 
 

○ワカサギの観光資源化対策 
・一戸町大志田ﾀﾞﾑ（上馬淵川漁協）：観光資源化等の検討･
推進支援 
・滝ダム（久慈川漁協）：親魚搬入による資源造成技術指導 

○ワカサギの観光資源化対策 
・4/2遊漁規則改正について上馬淵川漁協と協議 
・5月に 3回に分けて、十和田湖漁協からﾜｶｻｷﾞ稚魚 200kg）
を運搬、滝ﾀﾞﾑへの放流を指導 

 
・放流したﾜｶｻｷの生育状況確認を実施（12月） 
・一戸町大志田ダムワカサギ遊漁状況を確認（2月以降） 

(3) 流通・加工体制の構築と販路
拡大 

 
 
 

 
 

１ 流通・加工関連施設の復旧完了と水産物衛生管理体制の
構築 
・高度衛生品質管理計画の推進 
策定済市町（久慈市、洋野町）への実行支援と未策村への
策定協力 

 
 
 
 
・漁船、産地市場及び水産加工場の衛生管理支援 
 
 
 
・ウニむき身作業時の衛生管理指導 
 

１ 流通・加工関連施設の復旧完了と水産物衛生管理体制の
構築 
・高度衛生品質管理計画の推進 
・八木魚市場、タコかご漁船でのミズタコの低温管理試験を
開始（８月～） 
・高鮮度イカ流通試験への実行支援（久慈市漁協）（味の素
㈱支援プロジェクトに採択：10月） 
 
 
・経営推進費追加採択：講師と定置網漁船のｶｲｾﾞﾝ調査打合
せ（９月） 
・八木魚市場の定置水揚げ状況調査と指導 
 
・8月管内の生うにむき身現地調査（2漁協各 1地区） 
今年度の生うに現場調査は終了（計 8漁協 16地区で実施） 

 
 
・10月～各魚市場での現場検査を実施（本検査前に事前検査を実施予定） 
・普代村における計画策定支援を実施 
・ﾐｽﾞﾀﾞｺ低温管理試験（八木）結果取りまとめ 
・高鮮度イカ流通試験（久慈）の実行支援 
 ﾌﾟﾗﾝﾄを設置後、実証試験。10月～ 
 イベントを利用した商品評価の実施 
   もりおか広域地域の食 deマルシェ 
   盛岡市場まつり 
   久慈市産業まつり 等 
・小子内浜漁協の定置船調査・現地指導（11月） 
・定置網カイゼン報告会の開催（２月） 
・ウニむき身現地調査の全県取りまとめ結果等を基に、適宜指導 

２ 量販店等との連携や産地での産直販売、県内消費者との
交流等多様な流通チャネルの構築支援 
○量販店等との連携 
・ｻﾝﾌﾚｯｼｭ都南（盛岡） 
・ｲﾄｰﾖｰｶﾄﾞｰ(花巻、首都圏) 
・ｲｵﾝﾌｪｱ(盛岡) 
 
○産地での産直販売、消費者との交流 
・洋野町：宿戸ウニ直売会・朝市、たねいちウニまつり 
・久慈市：久慈地方産業まつり 
・野田村：野田ホタテまつり 
・普代村：海フェスタ in普代 

○久慈地域「海の幸」PR協議会回開催（4/23）、事業計画や
個別事業採択を協議 
・6/20～21 ｻﾝﾌﾚｯｼｭ都南で販売促進実施 
・6/6～7 ｲｵﾝ（盛岡 2店舗）で販売促進実施 
・7/17～20 ｲﾄｰﾄｰｶﾄﾞ-首都圏で販売促進実施 
 
 
○産地での産直販売、消費者との交流 
・5/3～4宿戸ウニ直売会、5/31朝市開催支援 
・5月～（毎月第日曜日）二子朝市開催支援 
・7/19たねいちウニまつり開催支援 
 

○久慈地域「海の幸」PR協議会の開催し、事業計画及び実施内容を協議 
・10月ｲｵﾝ（盛岡 2店舗）で販売促進実施 
・10/17～18の IY岩手県ﾌｪｱ出展 
・10/17～18の久慈地方産業まつり開催支援 
・10/4普代村：海フェスタ in普代開催支援 
・11/11鮭の日学校給食支援 
・12月の野田村：野田ホタテまつり開催支援 
 
 
 

○多様な流通チャネルの構築 
・ﾀﾍﾞﾙﾝｼﾞｬｰをメインとした効果的な PR（着ぐるみ、PV ﾋﾞ

ﾃﾞｵ、HPの一体的活用） 
 
 

 

○多様な流通チャネルの構築 
・ﾀﾍﾞﾙﾝｼﾞｬｰ出動状況 

6/20～21 ｻﾝﾌﾚｯｼｭ都南 
6/6～7 ｲｵﾝ（盛岡 2店舗） 
7/25～26「未来への道 1000km縦断ﾘﾚｰ」応援 

・ＨＰでの情報発信（9月末 35件）、ﾀﾍﾞﾙﾝｼﾞｬｰ DVD活用（6/20
～21 ｻﾝﾌﾚｯｼｭ都南、6/6～7 ｲｵﾝ（盛岡 2店舗）） 
 

 
・10/11盛岡市場まつりでｽﾃｰｼﾞｲﾍﾞﾝﾄ 
・ﾀﾍﾞﾙﾝｼﾞｬｰによる PR（着ぐるみ、PV ﾋﾞﾃﾞｵ、HPの一体的活用）は、随時実
施 
 
・ＨＰでの随時情報発信、ﾀﾍﾞﾙﾝｼﾞｬｰ DVDは、随時ｲﾍﾞﾝﾄ等で活用 

 ・盛岡市場まつりでのＰＲ（新規） 
 
 
 
 

・6月に盛岡市場まつり開催事務局に出展を打診参加につい
て事前に内諾 
・盛岡市場まつり出展に向けた関係者との出店調整協議
(8/6) 

・10/11盛岡市場まつり初出展（PR協議会） 
玉川浜漁協天然干し昆布のﾁｬﾚﾝｼﾞ販売実施 

・盛岡市場関係者との意見交換会の実施（2月） 
 

 ○生産者自らの販売活動支援 
・直売実施４地区の活動支援 

○生産者自らの販売活動支援 
・5/3～4宿戸ウニ直売会、5/31朝市開催支援。 6/12の反
省会でアンケート結果等の報告 

・5月～二子朝市開催支援 
・7/20「侍浜 海の産直」の開催支援 
・8/11「中野 浜の産直」の開催支援 

・宿戸ウニ産直は終了 
・二子朝市は開催を支援 
・侍浜 海の産直は終了 
・中野 浜の産直は終了 

 ・新規で直売意欲のある漁村集落への実行支援（目標 2ヶ
所） 

 

・5/11に公募通知。期日（6/21）までに応募がなかったこ
とから、6/17に追加募集を通知（期限：9/30） 
 

・追加募集に対する応募無しの見込み。 
・1～3月に男鹿市の浜の番屋視察 
・来年度以降の実施を想定した実施希望団体の掘り起こし及び開催実行支
援 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

 ・マーケットインの産地交流会開催（再掲） ・マーケットインの産地交流会開催（再掲）  

 ○地域ならではの新商品開発や販路確保の支援 
・新商品開発支援（目標３件） 

 
 

○地域ならではの新商品開発や販路確保の支援 
・5月に新商品開発募集 
 

・7月に追加募集を実施。7月に１件申請 
・加工場訪問等を通じた提案を実施 
・10月中に再追募集を実施（期日：12月） 
・採択業者のシーフードショー出店指導 

 ・水産加工業者へのトヨタ式ｶｲｾﾞﾝ導入 
 
 
 

 

・水産加工業者へのトヨタ式ｶｲｾﾞﾝ導入 
（上期）１者：八戸缶詰株式会社久慈工場 

中間指導（7/13、7/21） 
成果報告会開催（肉じゃが製造工程の省人化等） 

  下期導入対象の検討 

・下期について 10月以降、２者（普代村漁協、㈲長根商店）が導入意欲 
・中間指導、成果報告の指導 

 ・研究機関との連携による付加価値向上対策 
 
 

 
 

・タコ脱出口付篭の紹介と漁獲効果試験の実証（実施地区：
種市南漁協） 
・ウニ付加価値セミナー開催支援（7/13）、分析用サンプル
の調整 

・各種試験の実行支援 
 

 ○放射性物質に対する水産物の安全性に関する情報提供 
・農林水産部と連携して対応 
 

・モニタニング（久慈市魚市場 6検体/週）を継続中 
 

・モニタニング（久慈市魚市場 6検体/週）を継続 
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【Ⅱ 地域資源を生かした活力ある産業づくり】   

項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

４ 着地型観光の展開 

(1)  広域的な情報発信による誘
客の促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 八戸圏域や沿岸圏域、平泉などの県内陸部等と連携しながら、
旅行会社に対する観光素材の提案による誘客を促進 

(1)観光情報の発信 
《八戸圏域と連携した観光ＰＲ》 
・ 八戸・久慈観光ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ（7月頃：東京） 

 
 

・ 函館ｸﾞﾙﾒｻｰｶｽへの出展（9月：函館） 
[参考：H26は 9/6～9/7函館大門グリーンプラザでまめぶ汁、南
部煎餅、地酒、山葡萄ジュース、いちご煮缶詰を出品。観光 PR
実施] 

 
《パンフレット等の発行》 
・ 県北広域のイベント情報等を掲載した季別リーフレット発行 
年４回 

・ 広域エリア観光ガイドブック「感動 北いわての旅」増刷検
討  

《広域的な観光情報発信の充実強化》 
・ 道の駅等を活用した広域観光情報、復興状況等の発信（観光
復興案内人 4名配置：基金） 

・ 外国人観光客に対する情報発信強化のため、北いわて広域観
光ポータルサイト「来て!見て! 北いわて わいわい探訪」の多
言語化を実施（基金） 

(2) 旅行会社に対する観光素材の提供 
・ 八戸市等隣接圏域バス事業者に対する企画旅行の提案、造成
働きかけ 

１ 八戸圏域や沿岸圏域、平泉などの県内陸部等と連携しながら、
旅行会社に対する観光素材の提案による誘客を促進 

(1)観光情報の発信 
《八戸圏域と連携した観光ＰＲ》 
・ 「おんでやぁんせ八戸・久慈観光復興キャンペーン in 有楽町」

実施（６月６日） 
・ 函館グルメサーカス（9/5～9/6） 
 三圏域連携懇談会で出展するブース内において、観光ＰＲを実
施 

・ 北限の海女フェスティバル（8/2）においてＰＲ実施 来場者
2,500 人 

 
 
《パンフレット等の発行》 

・ 季別リーフレットを４月末、６月末、９月末の３回発行済み 
 
 
《広域的な観光情報発信の充実強化》 

・ 観光復興案内人４名配置済み。 
 
 
 
 
(2) 旅行会社に対する観光素材の提供 

・ 夏～秋期の誘客促進 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 12月末に発行予定 
 

 ２ 東日本大震災津波からの観光業の復興を推進するため、首都圏
等での大規模催事等を活用した情報発信 

(1)首都圏等での合同キャンペーン実施 
《情報発信力の高い催事への共同出展》 
・ NEXCO ﾊｲｳｪｲﾌｪｽﾀ出展 
（沿岸局連携 9/19～20：仙台） 

・ ツーリズム EXPOジャパン 2015出展 
（沿岸局連携 9/25～27：ﾋﾞｯｸﾞｻｲﾄ） 

・ ふるさと祭り東京 2016 出展 
（八戸市連携 1/8-17：東京ドーム） 

《「いわて観光ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ」と連動したＰＲ》 
（ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ期間：10 月～12月） 
・ 「あまちゃん」関連素材を活用した観光ＰＲ 
・ スタンプラリー等周遊企画検討 
・ 復旧施設を利用したイベント開催 
（あまちゃん協議会事業） 

 東日本大震災津波からの観光業の復興を推進するため、首都圏等
での大規模催事等を活用した情報発信 
(1)首都圏等での合同キャンペーン実施 
《情報発信力の高い催事への共同出展》 

・ NEXCOハイウェイフェスタ出展（9/19-20） 
→ 沿岸局と連携し、琥珀採掘体験・鋳造体験を実施。 

・ ツーリズム EXPOジャパン 2015出展（9/25-27） 
→ 観光課、沿岸局、県観光協会、三陸鉄道、御所野縄文博物
館と協力し、「いわて・三陸」ブースを展開 

→ 173,602 人が来場（前年 157,589人） 
・ ふるさと祭り東京 2016 出展検討 

（Ｈ28.1/8～1/17） 
→ 出展申込済み（まめぶ部屋の協力） 
→ 北三陸あまちゃん観光推進協議会、八戸市等と連携し近接
したブース展開を検討 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ３ テレビ番組での紹介を通じた二戸地域の認知度向上 
(1)ガイドブック「岩手のてっぺん ふしぎ発見」の作成 
・ 二戸地域への関心を喚起し、観光客の誘客やテレビでの紹介
を促進する冊子を 26年度に引き続き作成 
（10月頃）  

(2)番組制作等に係る情報収集  
・ ＪＦＣ（ｼﾞｬﾊﾟﾝ・ﾌｨﾙﾑｺﾐｯｼｮﾝ）主催の全国ロケ地フェア等に
参加し、番組制作に係る動向の情報収集 

３ テレビ番組での紹介を通じた二戸地域の認知度向上 
(1) 資料収集及び原稿作成 

 

 

(2) 「ｼﾞｬﾊﾟﾝ・ﾌｨﾙﾑｺﾐｯｼｮﾝ認定研修 2015」に参加（7/9、10）。ロケ
資源の活用法、道交法等の法規制等について学習するとともに全
国の情報収集。 

３ テレビ番組での紹介を通じた二戸地域の認知度向上 
(1) 
・ 関係機関及び市町村等に素稿の内容確認依  
 頼（10 月） 
・ 印刷業者への作成委託 
(2) 
・ 各市町村及び各町村観光協会へロケ候補地の情報提供及び誘致
支援 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

(2) 受け入れ態勢の強化及び観
光メニューの充実 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１ 旅行会社への観光メニューの企画提案や観光客への情報発信、
観光客の受入れ調整などを総合的に行う窓口の機能の強化を支援 

(1)広域観光推進機能の強化支援 
・ 久慈広域観光協議会に対する補助 
 

１旅行会社への観光メニューの企画提案や観光客への情報発信 
 
 
(1)広域観光推進機能の強化支援 

・ 久慈広域観光協議会に観光コーディネーター、窓口を設置 
 
 

 

２ 農山漁村体験をはじめ、歴史資源や伝統的食文化など、多様な
ニーズに対応したメニューの充実、価値の高い地域素材の情報発
信 

(1)観光メニューの整備・ブラッシュアップ 
・ 観光メニューの整備 

 北いわて広域観光推進会議観光素材検討部会を活用したタリ
フの作成・更新 

・ 観光メニューのブラッシュアップ 
 「あまちゃん」放送を契機とした素材（小袖、北限の海女、
琥珀、三陸鉄道、久慈まめぶ汁）等の観光資源・メニューの中
味や見せ方を磨き上げ 

(2)新たな観光資源の活用検討 
《ジオツーリズムの推進、みちのく潮風トレイル等の活用》 
・ 「義経北行伝説」や「三陸鉄道」等の地域資源をまるごと盛
り込んだウオーキングイベントの実施（６月、10 月） 

 
 
 
 
 

(3) 体験型教育旅行受入れ地区の拡大支援 
《「地域交流フォーラム（仮）」開催》 
・ 圏域外の先進受入団体（2 団体）と相互交流フォーラムを実施

し、おもてなし力向上や体験メニューの充実を図る。 

２ 農山漁村体験をはじめ、歴史資源や伝統的食文化など、多様な
ニーズに対応したメニューの充実、価値の高い地域素材の情報発
信 

(1)観光メニューの整備・ブラッシュアップ 
・ 北いわて広域観光推進会議を開催（6/29） 
・ タリフ新規追加６件、更新 47件 
・ あまちゃんサミット in 久慈 2015開催支援（8/1）※北三陸あ
まちゃん観光推進協議会事業 

 
 
(2)新たな観光資源の活用検討 
《ジオツーリズムの推進、みちのく潮風トレイル等の活用》 
・ トレイルイベント開催業務及び踏破認定制度の運用に係る業
務を久慈広域観光協議会へ業務委託（7/21） 
※ 開通が８月以降であることから、10/18 に野田・普代各村
内２ルート同時実施。 

・ みちのく潮風トレイルの野田～普代間の開通に併せてトレイ
ルイベントを開催する方向で調整（４月以降、関係者とイベン
ト概要について毎月協議を実施） 

 
 (3)体験型教育旅行受入れ地区の拡大支援 
《「地域交流フォーラム（仮）」開催》 
・ 久慈市と取組方向について意見交換 
・ 久慈市と実施概要調整（7/7） 
・ 管内市町村等に協力依頼 
 

２ 農山漁村体験をはじめ、歴史資源や伝統的食文化など、多様な
ニーズに対応したメニューの充実、価値の高い地域素材の情報発
信 

 
・ 更新後のタリフを配布関係機関に配布 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ みちのく潮風トレイルウォーキングイベント実施（10/18開催） 
・ 野田～普代間のみちのく潮風トレイル踏破認定制度の整備（ス
タンプ帳等）を作成。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・ 11～12月 体験型メニューの相互体験 
・ 12月以降 フォーラムの開催 

 ３ 受け入れ態勢の強化及び観光メニューの充実 
(1)「カシオペア連邦おもてなし講座」の開催 
 おもてなし課長、観光関係事業者等を対象におもてなし講
座を開催し、体験観光の受入態勢の充実を図るともにネット
ワーク化を促進する。（2月の開催を想定） 

３ 受け入れ態勢の強化及び観光メニューの充実 
(1)「カシオペア連邦おもてなし講座」の開催 
・講座概要及び講師選定について検討着手・決定（9月） 
（参考：下記(2)のフォーラムに関して、(1)の対象としているお
もてなし課長、観光関係事業者等を参加対象とすることとした。） 

３ 受け入れ態勢の強化及び観光メニューの充実 
(1) 
・具体的な講座内容等調整（2月中旬開催） 
 

 (2)カシオペア・エコツーリズムフォーラム(仮称)の開催 
 岩手県ボランティアガイド連絡協議会（事務局：九戸城ボラン
ティアガイドの会）の研修会開催期（10月）に合わせてフォーラ
ムを開催する。 

・ 体験観光に取り組む地域づくり団体の発掘と企画支援 
・ 上記団体を対象とした視察研修の実施 
・ 体験観光、地域づくりをテーマとした講演会  

(2)カシオペア・エコツーリズムフォーラム 

・九戸城ボランティアガイドの会等と協議して、開催内容を決定。 

現地視察 奥州街道・蓑ヶ坂トレッキング 

（よりゃんせ金田一）  

講演会講師 小岩井農牧（株）濱戸祥平旅行事業課長「エコツ
ーリズムでの伝える技術」 

観光ボランティアガイド御所野遺跡を支える会 

        御所野遺跡見学体験ツアー 

開催に向けて、チラシ製作など準備 

 

(2)カシオペア・エコツーリズムフォーラム 

10 月 24 日、25 日に二戸市内、一戸町内で開催 

 

 ４ 折爪馬仙峡県立自然公園の活用促進 
 折爪振興協議会（事務局：二戸市）が行う、モニターツアー造
成、ガイド研修、ヒメボタルフェスティバル開催事業に対し補助
する。 
 
 
 
 

４ 折爪馬仙峡県立自然公園の活用促進 
・折爪岳振興協議会に対し、補助金（地域経営推進費・県事業）
の交付決定(5/28） 
・ヒメボタルフェスティバル開催（7/11） 

４ 折爪馬仙峡県立自然公園の活用促進 
・10/8 ウォーキング in 折爪岳 
・10/31 折爪岳での星空観察会 
・ガイド研修及び視察の実施 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

(3) 観光を担う人材の育成 
 

１ 地域の観光を支える観光ボランティアガイドや体験インストラ
クターの養成を支援するとともに、観光関係者の接客技術の向上
やおもてなしの心で迎える機運の醸成など、沿岸部と内陸部が連
携して観光を担う人材の育成を支援 
(1) 観光人材スキルアップ 
《観光客対応スキル向上に資するセミナー等の開催》 

・人材育成等セミナーの開催 
※あまちゃん協議会事業 

１ 地域の観光を支える観光ボランティアガイドや体験インストラ
クターの養成を支援するとともに、観光関係者の接客技術の向
上やおもてなしの心で迎える機運の醸成など、沿岸部と内陸部
が連携して観光を担う人材の育成を支援  

(1) 観光人材スキルアップ 
《観光客対応スキル向上に資するセミナー等の開催》 
・ あま協受入態勢整備部会で開催（6/9） 
 

１ 地域の観光を支える観光ボランティアガイドや体験インストラ
クターの養成を支援するとともに、観光関係者の接客技術の向上
やおもてなしの心で迎える機運の醸成など、沿岸部と内陸部が連
携して観光を担う人材の育成を支援 

 
・ 随時開催 
・ 世界遺産橋野高炉跡の視察（北いわて広域観光推進協議会）
（11/25） 

・ ロケツーリズムセミナーの開催（10/22） 
５ 地域資源を生かした食産業の
振興 

(1)   被災事業者の本格復興に
向けた支援 

 
 

 

 

１ 各種補助・助成制度の活用促進 

 ・随時：グループ補助金進捗状況確認 

・随時：事業所訪問による制度活用助言 

 

 

 

 

 

 
 
久慈：・ものづくり補助申請支援 

・さんりく基金申請支援 
・グループ補助申請支援 
・生協フェスタ（滝沢 5/23-24 ８社、八幡平 6/13-14 ３

社、奥州 9/5-6 ６社）出展支援 
    →出展者の商品を掲載する共同購入向け特集チラシの

作成につながっている。（掲載数６社８点） 
・岩手・名古屋食の交流会イン名古屋出展支援（コンブ、
ワカメ） 

 →「デンソー岩手フェア」で給食会社２ 
  社がコンブ、ワカメを採用。 

 
 
久慈：・各種補助等申請・実施支援 

・生協フェスタ（一関 10/3-4、花巻 10/17-18）出展支援 

(2) 事業者の経営課題に応じた
支援 

 

 

 

 

 

 

１ 経営の高度化や付加価値の高い商品開発等の経営課題に応じた
専門家の派遣、販路開拓のための商談会への出展等を支援 

(1) 経営課題に応じた専門家の派遣 

  ・随時：アドバイザー派遣等 

  ・随時：商品設計、デザイン、商標等相談会の開催 

 

(2) コーディネーターの設置による支援体制の強化 

・事業所訪問を通じた課題解決支援 

・見える化シート作成等による情報共有 

 

(3) その他 

  ・随時：企業訪問の実施 

  ・随時：各種補助・助成制度の活用促進・実施フォロー 

  ・随時：久慈、二戸地域食産業ネットワークメーリングリストに
よる情報提供 

 

（4）商品開発等相談支援 

  随時：商観協を通じた商品開発等相談会の実施  

 

１ 経営の高度化や付加価値の高い商品開発等の経営課題に応じた
専門家の派遣、販路開拓のための商談会への出展等を支援 

(1)二戸：国体向け土産品開発セミナー・個別相談会 5/26 
久慈：商品力向上プロジェクト商品開発相談会 6/1 個別相談

５社 

よろず支援拠点出張個別相談会（7/6、8/3、8/31 のべ
12 社（うち食産業関連 8 社）） 

国体向け土産品開発セミナー・個別相談会（7/10 セミ
ナー22 名、個別相談 5 社） 

 

(2)事業所訪問 二戸：のべ 91 社 
       久慈：のべ 93 社 
 
(3)企業訪問の実施 二戸：のべ 19 社 
二戸：さんりく基金申請支援 
久慈：ものづくり補助申請支援【再掲】 
  さんりく基金申請支援 
【再掲】 

   グループ補助申請支援【再掲】 
 
メーリングリスト配信 二戸：31 回 

            久慈：69 回 
（4）商品開発等相談支援 

  商品デザイン相談会（商観協）2 回（7/22、9/10） 

１ 経営の高度化や付加価値の高い商品開発等の経営課題に応じた
専門家の派遣、販路開拓のための商談会への出展等を支援 

(1) 
久慈：・よろず支援拠点出張個別相談会（10/5、11/30、2/1、2/29） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 
事業所訪問 二戸：のべ 20 回 
      久慈：のべ 60 件 

(3) 
企業訪問の実施 二戸：のべ 15 回 
 
各種補助等申請・実施支援 
久慈：５件【再掲】 
 
メーリングリスト配信二戸：25 回 
          久慈：60 回 
 
(4) 商品開発等相談会順次開催 

 ２ 農商工連携等の圏域内外における事業者連携を促進し、新たな
事業展開等を支援 

 ・年３回：よろず支援拠点出張個別相談会 

      （うち１回はよろず支援拠点活用セミナーを併催） 

・年１回：経営革新事例発表会 

 

２ 農商工連携等の圏域内外における事業者連携を促進し、新たな
事業展開等を支援 

久慈：・よろず支援拠点出張個別相談会（7/6、8/3、8/31）【再掲】 
   ・経営革新計画申請支援（2 件） 

・経営革新事例発表会企画案策定 

２ 農商工連携等の圏域内外における事業者連携を促進し、新たな
事業展開等を支援 

久慈：・よろず支援拠点出張個別相談会 （10/5、11/30、2/1、
2/29） 

・経営革新事例発表会開催（12 月） 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

(3)   北いわて食材の認知度向
上 

 

１ 商談会等への出展支援 

・生協フェスタ出展支援（滝沢市 5 月、八幡平市 6 月、奥州市 9 月、
花巻市 10 月、一関市 10 月） 

・随時：県外共同商談実施支援 

・年３回：北いわてバイヤーツアー 

 

２ イベント等による食の情報発信 

  二戸地域の基幹産業であるブロイラーをＰＲするとともに鶏肉
の消費拡大を図る。 

 ・とり合戦北いわての陣 開催 

   8/8-9・二戸市なにゃーと 

  ・とりマップ（仮称）作成 

      8 月完成・地域内鶏肉料理店ほかを紹介 

・いわて鶏肉の日二戸地域ＰＲｷｬﾝﾍﾟｰﾝ 

   10 月：参加店舗チラシ作成 

１ 商談会等への出展支援 
久慈： 
・生協フェスタ（滝沢、八幡平、奥州）出展支援（のべ 17 社）【再
掲】 
→出展者の商品を掲載する共同購入向け特集チラシの作成につ

ながっている。（掲載数６社８点） 
・岩手・名古屋食の交流会イン名古屋出展支援（１社）【再掲】 

→「デンソー岩手フェア」で給食会社２ 
  社がコンブ、ワカメを採用。 
共通： 
・北いわてバイヤーツアー（県北一円 6/24-25） 
２ イベント等による食の情報発信 
・とり合戦２灼熱の陣開催（8/8-9） 

来場者 9,500 人 
・地域情報誌による食材等ＰＲ 
  月刊ヴィヴィット（カシス） 

月刊アキュート（鶏肉料理） 
・パンフレット「北いわてとり合戦食べ処絵巻」作成、配布 

１ 商談会等への出展支援 
久慈：・生協フェスタ（一関 10/3-4、花巻 10/17-18）出展支援【再

掲】 
共通：北いわてバイヤーツアー実施 
 
 
 
 
 
 
 
２ イベント等による食の情報発信 
二戸：地域情報誌による食材等 PR2 誌各 2 回掲載 
鶏肉の日キャンペーン 10/29～11/4 

(4) 食産業を担う人材の育成 
 
 

１ 食品関係事業者の人材の育成 

 ・年間：水産加工業の生産技術高度化に向けたカイゼン指導（34

社） 

※トヨタからの求めにより、下期導入事業所は２社とされ
た。 

 

 

 

 

 ・6 月公募：商観協を通じた若手の経営者、技術者、団体向け各種
支援（二戸） 

・随時：商観協を通じた専門家派遣実施【再掲】 
 
２ 水産加工事業所への就業支援 
 ・随時：事業所見学会（3 回） 

１ 食品関係事業者の人材の育成 
久慈：・水産加工業の生産技術高度化に向けたカイゼン指導 
   ・カイゼン導入事業所でのカイゼン勉強会（3 回 94 人） 
   ・カイゼン下期勧奨 
 
・地域産業若手育成助成事業 

１ 食品関係事業者の人材の育成 
久慈：・カイゼン指導 
   ・カイゼン勉強会 
   ・カイゼン上期勧奨） 
   ・カイゼン成果発表会（外部向）開催準備 
 
 
 
 
 
 
 
久慈：事業所見学会（３回） 
 第 1 回を 11 月開催で調整中 

(5)  安心・安全を支える体制の整
備 

 
 
 

１ 鳥インフルエンザ等対策 

高病原性鳥インフルエンザ発生時を想定した防疫活動訓練の実
施 

 ・時期：10 月 ～11 月【11/27 予定】 

 ・実施場所：二戸合庁 

 【目標：参加者数 120 人】 

 

２ 放射性物質の安全性に関する情報の提供 

 ・随時：情報提供 

１ 鳥インフルエンザ等対策  
・職員研修 
実施日  平成 27 年４月 23 日 
場 所  二戸地区合同庁舎 
出席者  58 人 

・二戸支部各班会議 
実施日  平成 27 年４月 23 日 
場 所  二戸地区合同庁舎 
出席者  21 人 

・集合施設調査 
  実施日  平成 27 年６月 24 日 

場 所  二戸市総合スポーツセンター 
  出席者  28 人 

 ・集合施設協定協議 
実施日  平成 27 年７月 23 日 
相手方  二戸市   

 ・対策訓練実施要領協議 
実施日  平成 27 年９月 17 日 
相手方  県北家畜保健衛生所 

・研修会：久慈 4/22 実施 

１ 鳥インフルエンザ等対策  
（以下、予定） 
・集合施設関係班協議 
実施日  平成 27 年 10 月 14 日 
場 所  二戸地区合同庁舎 
出席者  10 人 

 ・作業支援・事業者支援班研修 
実施日  平成 27 年 10 月末 
場 所  二戸地区合同庁舎 
出席者  30 人 

・全体会議 
実施日  平成 27 年 10 月末 
場 所  二戸地区合同庁舎 
出席者  20 人 

・対策訓練 
実施日  平成 27 年 11 月 27 日 
場 所  二戸地区合同庁舎 
出席者  120 人 

・訓練結果の検証 
実施日 平成 27 年 12 月 25 日 
場  所 二戸地区合同庁舎 
出席者 20 人 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

６ ものづくり産業の振興 

(1)   被災企業の本格操業に向け
た支援 

 

１ 被災企業の復旧・再開状況を把握し、企業ニーズに即した各種
補助・助成制度の活用を助言 

 

 

１ 被災企業の復旧・再開状況を把握し、企業ニーズに即した各種
補助・助成制度の活用を助言 

・グループ補助金補助事業完了グループ進捗状況の把握 
・完了確認 1 件 
  

１ 被災企業の復旧・再開状況を把握し、企業ニーズに即した各種
補助・助成制度の活用を助言 

・商工労働観光部経営支援課からの依頼により、グループ補助金
の補助事業完了グループを対象に現地確認を実施 
・完了確認を 1 件実施予定 

(2)   企業の経営課題に応じた支
援 

 
 

 

１ いわて産業振興センターの職員を派遣し、企業訪問等により各
企業の経営課題に応じて、技術開発から販路開拓、更には企業情
報の発信など総合的に支援（随時） 

 ・随時：産業振興センター専門職員との定期的な企業訪問 

  各種助成制度情報提供 

 

１いわて産業振興センターの職員を派遣し、企業訪問等により各企

業の経営課題に応じて、技術開発から販路開拓、更には企業情報の

発信など総合的に支援 

・ものづくりネットワークコーディネータ委嘱（１名 4/1～） 

・ 企業訪問件数（訪問件数：105（久慈：64 件、二戸 41 件）） 

 ※うち、いわて産業振興センターと連携した企業訪問の実施
（訪問件数：61 件（久慈：42 件、二戸：19 件）） 

・ メーリングリスト発行 10 件 

 

・3D プリンタ活用マッチング支援 

・よろず支援拠点出張個別相談会（7/6、8/3、8/31 のべ 12 社（う
ちものづくり関連 4 社）） 

 
１いわて産業振興センターの職員を派遣し、企業訪問等により各企
業の経営課題に応じて、技術開発から販路開拓、更には企業情報の
発信など総合的に支援 
・事業所訪問による経営課題の把握及び課題解決に必要な支援策
活用を助言（随時） 
・ いわて産業振興センターと連携した企業訪問の実施（随時） 
・ 県北ものづくり産業ネットワーク参加企業を紹介する企業ガ
イドの作成・更新（10 月） 
 

・ メーリングリストの発行（随時） 
・よろず支援拠点出張個別相談会（10/5、11/30、2/1、2/29） 

(3)   地域の特徴的な産業の振興 
 

 

１ 衣服製造業の交流・連携を促進し、更なる技術力の向上や取引
拡大を支援 

(1) ジャパンクリエーション出展 

来場者数（ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶｰ、商社等）約 2 万人の国内最大級繊維総
合見本市に共同ブースを設置（4 社を選定）。県北地域の高い縫
製技術を示すサンプル製品を作成・展示し、全国の企業との商
談を行う。 

・時期：11/25～11/26（2 日間） 

・会場：東京国際フォーラム 3,000 ㎡ 

・出展：全国繊維産地の企業（H26 は 269 社） 

１ 衣服製造業の交流・連携を促進し、更なる技術力の向上や取引

拡大を支援 

(1)ジャパンクリエーションへの出展調整 

 出展企業選考委員会（9/14） 

  

 

 

１ 衣服製造業の交流・連携を促進し、更なる技術力の向上や取引
拡大を支援 
ジャパンクリエーション出展支援 

（久慈、二戸から数名対応予定） 

・時期：11/25～11/26（2 日間） 

・会場：東京国際フォーラム 

 

 ２ 首都圏等のアパレル関連企業に対し、当圏域の衣服製造企業が
有する高い技術力を企業と一体となってＰＲ 
(1)いわてアパレル企業ビジネスマッチングフォーラム inTOKYO

開催 

・首都圏において商談会の開催を中心とした販路拡大強化を行
う。 

・会場：交通会館（東京都有楽町） 

・参加企業募集：6～8 月 

・開催：10 月 1 日 

２ 首都圏等のアパレル関連企業に対し、当圏域の衣服製造企業が
有する高い技術力を企業と一体となってＰＲ 

・いわてアパレル企業ビジネスマッチングフォーラム inTOKYO 実
施調整、事業所への出展勧奨 

 

 

・一戸鳥越竹細工を活用したお土産試作支援 

 

２ 首都圏等のアパレル関連企業に対し、当圏域の衣服製造企業が
有する高い技術力を企業と一体となってＰＲ 

・いわてアパレル企業ビジネスマッチングフォーラム inTOKYO

（10/1）出展 

・会場：交通会館（東京都有楽町） 

・受注企業 16 社（内県北 9 社） 

・発注企業 42 社 

 

 ３ 県内の学生から募集したデザイン及び北いわてのオリジナル製
品を、当圏域の衣服製造企業が縫製することによって高い技術力
を企業と一体となってＰＲ 

 ① 学生デザイン 

  ・6～9 月：デザイン募集 

  ・10～12 月：被服制作 

 ② 北いわてオリジナル製品 

 ・6 月：推進プロジェクトスタート 

 ・7～12 月：被服制作 

 ③ ファッションショー開催 

  （2/28 二戸市民文化会館予定） 

３ 県内の学生から募集したデザイン及び北いわてのオリジナル製
品を、当圏域の衣服製造企業が縫製することによって高い技術力
を企業と一体となってＰＲ 

 
 一般社団法人北いわてアパレル産業振興会発足支援（6/1 発足） 
学校法人文化学園と県の連携協定締結（7/16） 
 
①  学生ファッションデザイン募集 294 件応募 
（6 月末～８月末） 

② 北いわてオリジナル製品 
  9/14 第１回試作品検討会 
 

 

３ 県内の学生から募集したデザイン及び北いわてのオリジナル製
品を、当圏域の衣服製造企業が縫製することによって高い技術力
を企業と一体となってＰＲ 

 

①デザイン審査委員会（10/6） 
 一般社団法人北いわてアパレル産業振興会企業見学会＆交流
会（10/9） 

②北いわてオリジナル製品 
 11/10 試作〆切 11/16 第２回検討会 
 文化学園等によるアドバイス（9 月中旬～） 
➂ファッションショー企画決定・準備支援（10 月上旬） 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

 
(4)   ものづくりを担う人材の育

成 
 

１ 次代を担うものづくり人材の育成、確保を図るため、学校が実
施する児童・生徒の工場見学やインターンシップの斡旋、工業高
校生への技能講習支援 
① 高校生への技能講習実施支援 

  管内の工業系高校（久慈工業高校、種市高校、福岡工業高校）
の要望に対応し、「機械保全」、「水中溶接」、「アーク溶接」、「旋
盤」、「電気工事」、「電子機器組立」等の技能講習実施を支援 

②  高校生の現場見学等支援 

    管内の工業系高校（久慈工業高校、種市高校、福岡工業高校）
の要望に対応し、工場見学等の実施を支援 

 

③ 企業人による講演会開催支援 

 ・随時：管内小中高対象 

１ 次代を担うものづくり人材の育成、確保を図るため、学校が実
施する児童・生徒の工場見学やインターンシップの斡旋、工業高
校生への技能講習支援 

① 福岡工業高校旋盤講習（8～10 月全 3 回） 
    同  電気工事講習調整 

（10～12 月全７回） 
     
久慈工業高校機械保全技能講習（7/8,7/9） 
久慈工業高校機械保全技能講習（実技）（7/28） 
種市高校水中溶接講習（8/11,8/12） 

 久慈工業高校旋盤講習(8/22,8/23) 
 
③ 小鳥谷中学校講演（7/6） 

久慈東高校講演(8/21) 
   
 

１ 次代を担うものづくり人材の育成、確保を図るため、学校が実
施する児童・生徒の工場見学やインターンシップの斡旋、工業高
校生への技能講習支援 

① 福岡工業高校旋盤講習（10/4） 
  同  電気工事講習（10～12 月全７回） 
  同  電子機器組立講習調整（全２回） 
 久慈工業高校旋盤講習(11 月) 
種市高校アーク溶接講習(12 月) 
②高校生の現場見学等 

久慈工業：盛岡圏域 
 

③  

・企業人による講演会開催 

 管内小中高対象（随時） 
 侍浜中学校（11/5） 
久慈東高校（11/20、12/4） 

   

・ 小中学生の工場見学実施 

管内小中対象（随時） 

・久慈東高校 16 社（11/27）  

 ２ 生産性向上等に向けた実践的な人材養成セミナーの開催やフォ
ローアップの実施 

 ・6 月～11 月 県北ものづくり改善塾 

（第４期）の開講（開催場所：二戸市） 

・改善塾参加企業に対し専門家を派遣 

・県北ものづくり産業ネットワーク企業見学会 

第 4 四半期：県北地域の企業を対象に、盛岡・県南地域等の企業
見学を実施 

２ 生産性向上等に向けた実践的な人材養成セミナーの開催やフォ
ローアップの実施 

・県北ものづくり改善塾(第 4 期) 
 6 月～9 月 全７回中 4 回終了 
（6/18、7/2-3、7/30、9/3、） 
受講生：延べ 61 名 
協力企業 三和ドレス 

２ 生産性向上等に向けた実践的な人材養成セミナーの開催やフォ
ローアップの実施 

・県北ものづくり改善塾残 3 回実施 
（10/6、10/29、11/19） 

 
 
企業等見学会準備 

(5)  企業誘致の促進 
 
 
 
 

１ 誘致企業のフォローアップを行い、取引の拡大や工場の拡張等
を支援するとともに、地場企業の工場の拡張等を支援 

・通年：フォローアップ活動 

・6 月：県北地域産業活性化協議会総会 

・6～11 月：企業誘致担当者研修会、業務誘致セミナー、誘致企
業見学会実施 

２ 県北地域の企業等が県内外の企業等と交流・連携する交流会の
実施 

 ・5 月：北上川流域ものづくりネットワーク等との交流会開催 

 ・11 月：首都圏企業の二戸地域案内（二戸市誘致企業等連絡協議
会とタイアップ） 

 ・1 月：首都圏において管内市町村企業誘致担当者等が企業訪問及
び懇談会を開催 

１ 誘致企業のフォローアップを行い、取引の拡大や工場の拡張等
を支援するとともに、地場企業の工場の拡張等を支援  

・事業所訪問による誘致企業のフォローアップ  久慈管内 12 社
31 回訪問、二戸管内 8 社 31 回訪問（誘致企業） 

・県北地域産業活性化協議会総会開催(6/23) 
 
 
２ 
・県南地区とのものづくり交流会開催（5/28,参加 11 名） 
 

１ 誘致企業のフォローアップを行い、取引の拡大や工場の拡張等
を支援するとともに、地場企業の工場の拡張等を支援 

・ 企業立地推進課から情報収集(随時) 

・ 事業所訪問による誘致企業のフォローアップ（随時） 

・企業誘致担当者研修会(11/27) 

２ 

・首都圏企業の二戸地域案内 

 北いわてを応援に行こう会開催（11/5-6） 

 北いわてを応援する会（1/26） 

 

 
３ 再生可能エネルギーの導入促進 

陸上風力発電等を行う事業者の参入促進及び洋上風力や波力などの
海洋エネルギーを利用した発電施設の立地促進 

① 再生可能エネルギー推進連絡調整チーム等による事業者等への
フォロー活動（随時） 

３ 再生可能エネルギーの導入促進 

① 再生可能エネルギー推進連絡調整チーム等による事業者等へ
のフォロー活動（随時） 

→再生可能エネルギーに関する管内動向（9/15 現在）を作成

し、局内連絡調整チームへ情報提供 

 

３ 再生可能エネルギーの導入促進 

・再生可能エネルギーに関する管内動向についての情報収集(随
時) 

・ 局内連絡調整チームにおける情報共有（随時） 
・管内市町村と連携した取組検討 
・水素エネルギーに関する勉強会の開催（12 月） 

７ 雇用機会の確保・拡大 

(1)  緊急的な雇用機会の確保 

１ 失業者等の再就職までの間の緊急的な雇用機会を確保 

(1) 震災等対応雇用支援事業 
（旧震災等緊急雇用対応事業） 

ア 久慈管内 38 事業（Ｈ27 新規 22 事業） 

１ 失業者等の再就職までの間の緊急的な雇用機会を確保  

(1) 震災等対応雇用支援事業 

（旧震災等緊急雇用対応事業） 

ア 久慈管内 38 事業（Ｈ27 新規 22 事業） 

  管内 4 市町村分全て H27.4.1 付で交付指令済 

１ 失業者等の再就職までの間の緊急的な雇用機会を確保  

 
 

事業進捗管理 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

イ 二戸管内 29 事業（Ｈ27 新規０事業） 

※ Ｈ27 年度の新規事業開始は、国通知により沿岸部 12 市町村の
みに認められているもの。 

9 月末雇用実績 102 名 

イ 二戸管内 29 事業（Ｈ27 新規０事業） 

  管内 4 市町村分全て H27.4.1 付で交付指令済 

  9 月末雇用実績 68 名 

 

 
事業進捗管理 

 (2) 地域人づくり事業 

ア 雇用拡大プロセス 

(ｱ) 久慈管内 ４事業 

 

 

 

(ｲ) 二戸管内 ２事業 

 

 

イ 処遇改善プロセス 

(ｱ) 久慈管内 １事業 

※ 地域人づくり事業は、Ｈ26年度中に開始した事業のみＨ27年度
実施可能であるもの。 

(2) 地域人づくり事業 

ア 雇用拡大プロセス 

(ｱ) 久慈管内 ４事業 

  久慈市 3 事業、洋野町 1 事業 H27.4.1 付で交付指令済 

9 月末雇用実績 6 名 

(ｲ) 二戸管内 ２事業 

   管内 1 町分 H27.4.1 付で交付指令済 

  9 月末雇用実績 3 名 

イ 処遇改善プロセス 

(ｱ) 久慈管内 １事業 

     洋野町 1事業 H27.4.1付で交付指令済 

 

事業進捗管理 
 
 
 
事業進捗管理 
 
 
事業進捗管理 
 

(2)  新たな雇用の場の創出 

 

１ 誘致企業のフォローアップを行い、取引の拡大や工場の拡張等
を支援するとともに、地場企業の工場の拡張等を支援【再掲】 

・通年：フォローアップ活動 

・6 月：県北地域産業活性化協議会総会 

・6～11 月：企業誘致担当者研修会、業務誘致セミナー、誘致企
業見学会実施 

１ 誘致企業のフォローアップを行い、取引の拡大や工場の拡張等
を支援するとともに、地場企業の工場の拡張等を支援【再掲】 

・事業所訪問による誘致企業のフォローアップ  久慈管内 12 社
31 回訪問、二戸管内 8 社 31 回訪問（誘致企業） 

・県北地域産業活性化協議会総会開催(6/23) 
 
 
２ 
・県南地区とのものづくり交流会開催（5/28,参加 11 名） 
 

１ 誘致企業のフォローアップを行い、取引の拡大や工場の拡張等
を支援するとともに、地場企業の工場の拡張等を支援【再掲】 

・ 企業立地推進課から情報収集(随時) 

・ 事業所訪問による誘致企業のフォローアップ（随時） 

・企業誘致担当者研修会 開催(11/27) 

２【再掲】 

・首都圏企業の二戸地域案内 

 北いわてを応援に行こう会開催（11/5-6） 

 北いわてを応援する会（1/26） 

(3)  若年者等の就業支援 

 

 

１ 次代を担うものづくり人材の育成、確保を図るため、児童・生
徒の工場見学やインターンシップの斡旋、工業高校生への技能講
習を実施【再掲】 

(1) 高校生への技能講習実施 

  管内の工業系高校（久慈工業高校、種市高校、福岡工業高校）
の要望に対応し、「機械保全」、「水中溶接」、「アーク溶接」、「旋
盤」、「電気工事」、「電子機器組立」等の技能講習実施 

 (2) 高校生の現場見学等 

   管内の工業系高校（久慈工業高校、種市高校、福岡工業高校）
の要望に対応し、工場見学等を実施 

(3) 企業人による講演会開催 

 ・随時：管内小中高対象（3 校） 

 

 

１ 次代を担うものづくり人材の育成、確保を図るため、児童・生
徒の工場見学やインターンシップの斡旋、工業高校生への技能講
習を実施【再掲】 

 
① 福岡工業高校旋盤講習（8～10 月全 3 回） 
    同  電気工事講習調整 

（10～12 月全７回）     
久慈工業高校機械保全技能講習（7/8,7/9） 
久慈工業高校機械保全技能講習（実技）（7/28） 
種市高校水中溶接講習（8/11,8/12） 

 久慈工業高校旋盤講習(8/22,8/23) 
  
 
 
(3) 小鳥谷中学校講演（7/6） 

久慈東高校講演(8/21) 
   
 

１ 次代を担うものづくり人材の育成、確保を図るため、児童・生
徒の工場見学やインターンシップの斡旋、工業高校生への技能講
習を実施【再掲】 

 
(1) 福岡工業高校旋盤講習（10/4） 
   同  電気工事講習（10～12 月全７回） 
   同  電子機器組立講習調整（全２回） 
   久慈工業高校旋盤講習(11 月) 

種市高校アーク溶接講習(12 月) 
 
(2) 高校生の現場見学等 

久慈工業：盛岡圏域 
 

(3) 

・ 企業人による講演会開催 

 管内小中高対象（随時） 
 小鳥谷中学校講演（7/6） 
 久慈東高校講演（8/21） 

・ 小中学生の工場見学実施 

管内小中対象（随時） 

福岡中学校工場見学等 

（7 月上旬） 

浄法寺中学校工場見学（7/7） 
・県北ものづくり改善塾(第 4 期) 
 (6 月～11 月) 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

 全 7 回実施予定 

 
２ 地域ジョブカフェを拠点として、高校生の地元企業への就職
や若年求職者の就職活動を支援 

・通年：求職者就職支援、企業ガイド情報提供 

※「12 若者・女性活躍支援」参照のこと。 

２ 地域ジョブカフェを拠点として、高校生の地元企業への就職
や若年求職者の就職活動を支援（9月末現在） 
(1)久慈地域（ジョブカフェ久慈） 
・求職者就職支援、若年者職場定着支援、学校支援（随時） 
 学校訪問 96 件、事業所訪問 117 件、利用者数 252 人 
・久慈地域就業支援ガイド更新（9 月） 
・久慈地域企業ガイドブック新規追加 2 件 
 
(2)二戸地域（ジョブカフェいわて☆カシオペア） 
・求職者就職支援、若年者職場定着支援、学校支援（随時） 
 学校訪問 58 件、事業所訪問 99 件、利用者数 246 人 
 

２ 地域ジョブカフェを拠点として、高校生の地元企業への就職
や若年求職者の就職活動を支援 

(1) 久慈地域（ジョブカフェ久慈）  

・求職者就職支援、若年者職場定着支援、学校支援（随時） 
 
・久慈地域企業ガイドブック更新 

(2) 二戸地域（ジョブカフェいわて☆カシオペア） 
・求職者就職支援、若年者職場定着支援、学校支援（随時） 
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【【Ⅲ 健康で住みよい地域づくり】   

項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

８ 地域における医療と健康づく
りの推進 
 
（1）被災住民への健康支援と医療

体制の構築 

【復興】 

１ 被災住民の健康管理と支援、こころのケア  
 （久慈） 

・被災者の家庭訪問支援 （４月～随時） 

・こころのケア研修会の開催 

 
（久慈） 
 ・精神科医師による家庭訪問：55 件 
  （４月～９月：７日間） 

 
（久慈） 
 ・精神科医師による家庭訪問 
  （10 月、12 月、２月、３月予定）  

 【復興】 

２ 被災住民の食生活・栄養指導  
（久慈） 

・栄養教室の開催（２回程度） 

・個別訪問栄養相談（４月～） 

 
（久慈） 
・個別訪問栄養相談 ７回 33 名 

・保育園児と被災者の適塩ほっこり教室(9/25 17 人) 

 

 
（久慈） 

・個別訪問栄養相談 ５回 

・保育園児と被災者の適塩ほっこり教室 ５回 

３ 大規模災害が発生した際の医療体制のあり方の検討 
（久慈・二戸） 

・地域災害医療対策連絡会議の開催 

・災害医療コーディネーターとの連携による災害医療体制の構築 

 
 
（久慈・二戸） 
・災害医療コーディネーター２名委嘱（8/1 付け） 

・災害医療コーディネーター養成研修参加（9/13） 

（二戸） 
・災害医療コーディネーター２名委嘱（8/1 付け） 
・災害医療コーディネーター養成研修参加（9/13） 

 
 
（久慈・二戸） 
・地域災害医療対策連絡会議の開催検討 

 

（二戸） 
・非常連絡体制の見直し実施 

（2） 医療連携の推進 
 

 

１ 保健、医療、介護、福祉の連携 
（久慈） 

・北三陸塾（久慈医療圏医療・介護・福祉連携協議会）の支援（通
年）  

（二戸） 

・カシオペア地域医療福祉連携研究会事業の支援（通年） 

 
（久慈） 

・北三陸塾（久慈医療圏医療・介護・福祉連携協議会）の支援 

（運営会議等への参画 5/21、6/16、6/25、7/30、8/27） 
・第１回地域医療連携会議の開催（9/29） 
（二戸） 

・カシオペア地域医療福祉連携研究会への支援（総会 5/19、世話人
会 4/21、6/2、8/18、9/17 への参画） 

・カシオペア地域医療福祉連携研究会研修会（第１回 8/7）の開催 
 

 

（久慈） 

・北三陸塾（久慈医療圏医療・介護・福祉連携協議会）の支援 

・第 2 回地域医療連携会議の開催（12 月） 
 
 
（二戸） 

・カシオペア地域医療福祉連携研究会研修会（第２回 10/20）の開催 
・第１回地域医療連携圏域会議の開催（10/1） 
・第 2 回地域医療連携圏域会議の開催（12 月） 

 ２ 医療従事者の確保の支援 
（久慈・二戸） 

・中学生を対象とした出前講座・医療現場体験会の開催 （６月～） 

・看護学生等実習受け入れ 

（久慈） 

・進学相談会等への支援 

 
（久慈） 
・中学生を対象とした出前講座・医療現場体験の実施（出前講座：
6/23種市中・野田中、6/24 久慈中、6/26大川目中・大野中、7/1 中
野中、7/10 三崎中、7/14 普代中、計 8 校 400 人参加、8/1 現場体験
会 7 校 23 人参加 ） 

・看護学生の受入れ（5/18~5/19 岩手女子高等学校 6 名、5/20 岩手
県立大学 2 名、9/7 岩手県立大学 2 名） 

・看護職を目指す中学生・高校生等の進学セミナーへの対応（7/28） 

・看護職を目指す高校生の保健所訪問への対応（9/1 久慈高校 10 名） 

・看護職を目指す中学生・高校生等の進学セミナーへの対応（7/28） 
（二戸） 
・中学生医療現場体験（8/4 二戸病院 18 名・５校参加） 

・中学生出前講座（9/8 九戸中） 

 

（久慈） 

・次年度の出前講座等の実施に向けて関係機関との調整 

 

 

 

・看護学生の受入れ（10/26 岩手県立大学 2 名、10/28 岩手県立大学
2 名、11/25 岩手県立大学 2 名） 

 

 

 

（二戸） 

・中学生出前講座（11/19 小鳥谷中） 

・次年度の中学生出前講座・中学生医療現場体験事業に向けた関係
機関との調整及び事業実施意向調査の実施 

 ３ 住民への地域医療の情報提供 
（久慈・二戸） 

・ホームページを活用した地域医療の情報提供 

（二戸） 

・カシオペア市民フォーラムの開催 

 
（二戸） 
・当番医の情報掲載。 

 
（二戸） 

・カシオペア市民フォーラムの開催 
（２月予定） 

（3） 自殺対策の推進 

 

 

 

 

１ 地域ネットワークの拡充や普及啓発、未遂者等ハイリスク者へ
の支援等、医療関係団体、地域住民及び行政が一体となった自殺対
策を更に推進 

（久慈・二戸） 

・自殺対策推進協議会（２～３月）                                               

・市町村等こころのケア担当者連絡会（５月～２月） 

 
(久慈) 
・久慈地域メンタルヘルスサポートネットワーク連絡会 
 (5/21 65 人、6/25 58 人、7/16 59 人、8/20 52 人、9/17 
64 人) 
・市町村等こころのケア担当者連絡会 
 (5/21 18 人、6/25 15 人、7/16 16 人、8/20 15 人、9/17 
15 人) 

 
(久慈) 
・自殺対策メンタルサポートネットワーク連絡会
(10/15,11/12,12/17) 
・市町村等こころのケア担当者連絡会(7/17,8/20,9/17) 
・自死遺族交流会(11/30) 
・ひきこもり家族のつどい・フリースペース(10/19,11/16,12/21) 
・傾聴ボランティア養成研修・フォローアップ研修(11～12 月) 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

 
・関係機関・団体等の実務者によるネットワーク連絡会（５月～３
月）  

・ゲートキーパー養成（職域等）（５月～）  

・傾聴ボランティア養成・育成（５月～） 

・事業所の経営者、健康管理担当者等を対象とした研修会、事業所
訪問（９月） 

・こころの健康相談（自殺予防相談）（通年） 

・うつ病やこころの健康についての健康教育（地域住民、職域等）（通
年） 

・自殺予防月間普及啓発事業（９月～） 

・自殺対策強化月間事業（３月） 

・自殺未遂者支援（相談・ケア会議等）（通年） 

・自死遺族交流会（こころサロン）（６月～） 

 

・ワンストップサービスデイ（12 月） 

（久慈） 

・いきる支援セミナー（１月） 

・自死遺族交流会(6/29 1 人、9/28 2 人) 
・うつスクリーニング研修会 (8/17 42 人) 
・自殺防止月間の取組 
 久慈秋まつり及び市町村健診での啓発リーフレット等の配布 
1,700 部、公共機関・スーパーや企業へのポスター配付、緑Ｔシ
ャツ着用等 
・こころの相談(電話 56 件、面接 67 件、訪問 51 件) 
・ひきこもり家族のつどい(4/20 4 人,5/18 4 人,6/15 4 人 7/27 4 
人、8/24 4 人、9/28 4 人) 
・ひきこもり事例検討会（8/31） 
 
（二戸） 
 ・自殺対策市町村連絡会（6/1 16 人） 
 ・二戸地域自殺対策ネットワーク連絡会（6/25 200 人 7/29 
28 人 8/26 23 人） 
 ・傾聴ボランティア代表者会議（6/12 9 人） 
 ・自死遺族交流会（6/2 1 人 9/8 0 人） 
 ・ゲートキーパー指導者養成研修会（9/18 35 人） 
 ・事業所の経営者・健康管理者を対象とした研修会（9/25 人 98

人） 
 ・ひきこもり家族教室（6/22 4 人 8/24 3 人） 
 ・自殺未遂者支援事業におけるケア会議の開催（6 回） 
 ・二戸市うつスクリーニング支援（5 回） 
 ・こころの相談（電話 20 件、面接 12 件） 
 ・自殺防止月間における啓発普及の取組(9 月) 

・ひきこもり研修会（10/28） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（二戸） 
・二戸地域自殺対策ネットワーク連絡会（10/22、11/18、12/16） 
・傾聴ボランティアフォローアップ研修（12 月） 
・傾聴ボランティア代表者会議(12 月) 
 ・ひきこもり家族教室（10/26、12/21） 
・自死遺族交流会（12/8） 
・事業所訪問（10 月～11 月） 
・出前講座（随時） 

(4） 生活習慣病予防の推進 
 
 
 

１ 健康いわて 21プラン(第２次)の推進 
（久慈・二戸） 

・地域・職域連携会議の開催（６月～、年１～２回） 

・指導者向け研修会の開催 

・市町村健康づくり計画の策定・推進支援 （通年） 

・食生活改善キャンペーン（９月） 

・事業所等への出前講座の開催 

・飲食店における栄養成分表示及び禁煙・分煙飲食店の拡大講習会
の開催 （通年） 

・肥満や適塩など健康づくりのための食生活に関する情報提供（通
年） 

 

（久慈） 

・指導者向け研修会の開催 

 食生活改善推進員対象 

 （4/22 50 人、4/23 60 人、4/27 100 人、5/11 11 名、5/28 

20 人、6/4 72 人、7/8 25 人、） 

 保育所給食担当者対象（6/22 44 人、7/23 24 人、） 

・市町村健康づくり計画の策定・推進支援 （通年） 

 （5/1 洋野町） 

・事業所等への出前講座の開催 

 住友生命減塩ランチセミナー 70 人 

 高等学校における防煙教室（6/23 57 人） 

 久慈東高校-1g ｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘﾒﾆｭｰ講習会(7/17 28 人、9/2 24 人） 

 普代村保健推進委員脳卒中予防講座(7/29 28 人) 

 食改二戸支部と塩お座敷列車交流(9/4 40 人) 

 介護予防ｻﾎﾟｰﾀｰへの適塩講話(9/9 24 人) 

 親子適量適塩教室(9/27 28 人) 

・飲食店における栄養成分表示及び禁煙・分煙飲食店の拡大講習会 

 の開催 （4/24、5/25、6/24、7/24、8/25、9/28 ） 

・禁煙店 新規登録 4 店 
 
（二戸） 
〈指導者向け研修会〉 
・食生活改善推進員研修会 
（5/29 93 人 6/2 64 人 6/25 54 人 8/31 
 11 人、9/4 23 人） 
・減塩リーダー養成研修会 
 （8/3 60 人） 

〈事業所等への出前講座の開催〉 
・カシオペア生活研究連絡会会員（6/30 72 人） 
・全酪連北福岡工場（7/16 30 人） 

 

（久慈） 

・指導者向け研修会の開催（10～12 月）２回程度 

・事業所等への出前講座の開催（10～12 月） 

・飲食店における栄養成分表示及び禁煙・分煙飲食店の拡大講習会

の開催 （10 ～12 月） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（二戸） 
〈地域・職域連携推進会議〉 
 ・カシオペア連邦健康 21 ネットワーク会議の開催（10/8 14

人） 
 ・地域職域連携推進ワーキング（11/11） 
〈指導者向け研修会〉 
・食生活改善推進員研修会（10/19 33 人） 
・減塩リーダー養成講習会（11/9） 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

〈飲食店における栄養成分表示及び禁煙・分煙飲食店の拡大講習会
の開催〉 
・拡大講習会 5/19、8/20、9/17） 

 
 

〈事業所等への出前講座の開催〉 
・二戸社会福祉協議会（10/6 70 人） 
・岩手県森林土木建設協会（11/3） 
・一戸中学校（11/28） 

〈栄養成分表示及び禁煙・分煙飲食店の拡大講習会〉 

・拡大講習会（11/9、12/17） 

〈「いわて減塩・適塩の日」促進事業〉 

 ・スーパーマーケット等の減塩食の提供等普及啓発（10/7、10/28、
11/24、1/28） 

 ・市町村健康まつり等におけるキャンペーン（11 月） 

 ２ 脳卒中・肥満予防のための「適量＆適塩＆適動」生活習慣の定
着 

（久慈） 

・久慈地域減塩実践リーダー養成講座の開催 年３回 

・食べて動いて今日も元気だなｽ･ウォーキングイベント開催 ４市
町村各１回 

・産直･飲食店等への適塩副菜レシピカードコーナー設置 

・久慈地域「だしの日」給食の実施 

・「塩加減もあまちゃんで！通信」の発行・配信 

（久慈） 

・久慈地域減塩実践リーダー養成講座の開催 年３回 （①5/28 97

人、②7/2 70 人 ③8/4 69 人 

④8/27 37 人） 

・食べて動いて今日も元気だなｽ･ウォーキングイベント開催  

 （①7/15 野田村 12 人 ②7/29 久慈市 25 人） 

・久慈地域「適塩(ﾒﾆｭｰの日)」イベントの実施 

 （7/28 70 人、8/28 200 人、9/28 150 人） 

 

・「塩加減もあまちゃんで！通信」の発行・配信 

 （30 施設に５回配信） 

・突撃!味噌汁塩分測定共同実施(久慈市と 4 件) 

（久慈） 
・久慈地域減塩実践ﾘ-ﾀﾞｰ養成講座の開催 ２回程度 

・食べて動いて今日も元気だなｽ･ウォーキングイベント開催（10～
12 月） 

・久慈地域「適塩(ﾒﾆｭｰの日)」イベントの実施 

（10～12 月） 

・「塩加減もあまちゃんで！通信」の発行・配信 

（10～12 月） 

（5） 健康危機管理対策の推 進 
 
 
 

１ 新型インフルエンザ等発生時の的確な対応及びまん延防止 

（久慈・二戸） 

・感染症研修会の開催  

・感染症発生時におけるまん延防止対策の実施（積極的疫学調査、
接触者検診等）（通年） 

・感染症に関する情報収集、情報提供、啓発普及（通年） 

・関係機関・団体との円滑な対応に向けた連絡会議等の開催 

・新型インフルエンザ等感染症対応研修会（北いわて医療関連感染
制御ネットワークと共催） 

 
(久慈) 
・感染症研修会の開催 
患者搬送に係る訓練の実施（7/6 部内 12 名、消防 3 名） 
鳥インフルエンザ発生時の集合施設調査及びシミレーション

の実施（7/16 36 名） 
国体衛生講習会の実施（7/24） 

・感染症発生時におけるまん延防止対策の実施 
7 月 腸管出血性大腸菌感染症発生 3 件 
8 月 腸管出血性大腸菌感染症発生 2 件 

・関係機関との連絡会議等の開催 
中東呼吸器症候群（MARS）の久慈圏域内発生に係る打合せ 

(6/17 県立久慈病院、6/23 久慈広域連合消防本部) 
感染症患者の移送に係る消防機関の協力に関する打合せ（8/28

久慈広域連合消防本部） 
 

〈二戸〉 
・感染症対策研修会（9/30 29 人） 
・自己防護具（PPE）の着脱研修 
 （8/3 18 人） 
・中東呼吸器症候群（MARS）の二戸圏域内発生に係る連絡会 
 （6/19 11 名） 
・鳥インフルエンザ発生時対応に係る関係機関との連絡調整 
・患者搬送に係る訓練の実施（6/29 17 名） 
・感染症発生時における疫学調査等の実施（風疹、手足口病） 

 
 
(久慈) 
・患者搬送に係る訓練の実施（10 月） 
・N95 マスクフィットテスト講習会、PPE 着脱研修 
・新型インフルエンザ等連絡会議の開催（10 月） 
・鳥インフルエンザ発生時の作業支援班研修（11/27 予定） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈二戸〉 
・感染症対策研修会（11/2） 
・感染症患者搬送等に係る」消防機関と保健所との合同研修会
（10/20 24 人 10/21） 

・新型インフルエンザ等連絡会議開催に向けた検討 

９ 地域で支えあう福祉の推進 
（1）被災した児童、高齢者、障が

い者への支援 
【震災対応関係の再掲】 
 

 

【復興】(再掲） 

１ 被災住民の健康管理と支援、こころのケア  

（久慈） 

・被災者の家庭訪問支援（４月～）随時  

・こころのケア研修会の開催 

 

（久慈） 
 ・精神科医師による家庭訪問：55 件 
  （４月～９月：７日間） 

（久慈） 
 ・精神科医師による家庭訪問 
  （10 月、12 月予定）  
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【復興】（再掲） 

２ 被災住民の食生活・栄養指導  

（久慈） 

・栄養教室の開催（７月から４回） 

・個別訪問栄養相談（４月～） 

  

(2） 地域で支える子育て支援 
 
 
 

 

１ 子育て支援サービスの向上 

（広域） 

・子育て支援関係者研修会の開催（支援者のネットワーク構築・支
援技術の向上）（久慈会場）（10 月） 

 

（広域） 

・子育て支援関係者研修会の開催に向けて教育事務所と連絡調整 

 

（広域） 

・子育て支援関係者研修会の開催（支援者のネットワーク構築・支
援技術の向上）（久慈会場）（10/27） 

（久慈） 

・子育て支援推進連絡会の開催（情報交換、活動紹介等）（第４四半
期） 

（久慈・二戸） 

・いわて子育て応援の店協賛店の登録の勧奨（通年） 

 

（久慈・二戸） 

・いわて子育て応援の店協賛店の登録の勧奨（通年） 

 

（久慈・二戸） 

・いわて子育て応援の店協賛店の登録の勧奨（通年） 

・10/5 二戸管内の理美容業者（20 業者）に対し、周知。1 件協力
受託あり。 

 

２ 市町村の相談体制の充実強化 

（久慈・二戸） 

・要保護児童対策地域協議会の実効ある活動の支援（通年） 

・市町村職員等関係者への研修等の実施（未定） 

 

 

 

 

 

（久慈） 

・要保護児童対策地域協議会の実効ある活動の支援（通年） 

 

 

（二戸） 

・要保護児童対策地域協議会への活動支援 

①二戸市（4/8、5/13,6/10、7/8、8/12、8/18、9/10）、②軽米町（4/27、
5/26、6/23、7/28、8/25,9/29）、③九戸村（4/28,5/28,5/26、6/23、
7/28、8/25、9/29）、④一戸町（4/8、5/13、6/10、7/8、8/12、9/9） 

・二戸地区要保護児童対策研修会の開催（8/7 開催 28 名参加） 
 

 
（久慈） 

・要保護児童対策地域協議会の実効ある活動の支援（通年） 

・市町村職員等関係者への研修等の実施（10/20） 

 

（二戸） 

・第 2 回二戸地区要保護児童対策研修会の開催予定（1 月上旬） 

 

（3）地域で支える高齢者支援 
 

 

１ 地域包括支援センター職員、高齢者サービス提供者等への研修
等 
（久慈・二戸） 

・事業者等集団指導の実施（８月） 

（二戸） 

・高齢者口腔ケア従事者研修会（９月～） 

・口腔ケア実践指導（10 月～） 

１ 
（久慈） 

・事業者等集団指導の実施（8/26） 

 

（二戸） 
・事業者等集団指導の実施内容検討 
・二戸歯科医師会との打合せ（5/27、7/15） 

１ 
（久慈） 

・事業者等への実地指導開始 

（10 月 7 事業所、11 月 18 事業所、12 月 6 事業所） 

（二戸） 

・歯科保健従事者研修会（11/21） 

 ２ 認知症への理解、認知症対策・介護予防の推進 

（久慈） 

・介護予防研修会の開催 （未定） 

・介護予防関係者情報交換会の開催（２回） 

・認知症セミナー（会場未定）（10 月） 

（二戸） 

・認知症キャラバンメイトの養成 

・保健福祉活動団体情報交換会（１回） 

・保健福祉活動団体交流会（３回） 

 

 

２ 
（久慈） 

・介護予防研修会（元活サポーターフォローアップ）の開催（9/9） 

・第１回介護予防関係者情報交換会の開催（6/29） 

・認知症セミナーの内容・日程決定（11/7）及び関係機関との打合
せ 

（二戸） 
・「認知症を知り共に支える会議」（二戸市社協設置）立ち上げ支
援 
・「認知症を知り共に支える会議」7/24 第 1 回会議開催 

２ 
（久慈） 

・第 2 回介護予防関係者情報交換会（11 月） 

・認知症セミナーに向けての準備、管内への周知 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

 ３ 高齢者の権利擁護等についての普及啓発 

（久慈） 

・久慈地域の権利擁護推進の支援（通年） 

 

 

 

 

（二戸） 

 カシオペア権利擁護ネットワーク会議参画及び支援（通年） 

 

（久慈） 

・カシオペア権利擁護ネットワーク会議への参加(6/3、7/1、8/5) 

・久慈地域の権利擁護推進の支援 

「久慈地域権利擁護推進委員会」出席（5/9、915） 

「権利擁護実務者研修会」出席（6/24、10/14） 

「先進地視察（長野 8/20）、（山形 8/24） 

「財政部会小委員会」出席（9/4） 

（二戸） 

・カシオペア権利擁護ネットワーク会議（6/3、7/1、8/5、9/2） 

 
（久慈） 
・カシオペア権利擁護ネットワーク会議へ参加予定（11/4、12/2） 
「権利擁護推進委員会」（11 月、1 月、3 月） 
「財政部会」（11 月） 
 
 
 
 
（二戸） 
・10/7、11/4、12/2、1/6、2/3,3/2 開催予定 

 ４ 地域包括ケアシステムの構築支援 

（久慈・二戸） 

・地域包括ケアシステム構築のための市町村支援 

 
（久慈） 
・地域包括ケアシステム構築支援シートの報告 
 
（二戸） 
・地域包括ケアシステム構築支援シートの報告 

 
（久慈・二戸） 
・四半期ごとの地域包括ケアシステム構築支援シート報告を通
じ、各市町村の状況を把握するとともに、市町村ごとに必要な支
援を行う。 
（久慈） 
・次年度以降の在宅医療・介護連携推進事業について管内市町村･
広域連合との打合せ（11月） 
（二戸） 
・在宅医療及び医療介護連携会議の開催及び支援事業の実施 

（4） 障がい者の自立生活支援 

 

 

 

１ 障がい者自立支援協議会の支援 

（久慈・二戸） 

・自立支援協議会部会活動への参画（地域移行部会、就労部会） 

・地域での居住の場の確保・調整 

・地域移行の支援 

・関係機関との連携による活動の活性化 

（久慈） 
・親会議参加（6/3） 
・運営会議参加（4/15、5/15、6/2） 
・就労分科会参加（5/21、7/8、9/30） 
・療育分科会参加（5/25） 
・久慈圏域ネットワーク会議参加（5/13） 
 
（二戸） 
・自立支援協議会への参画 
①代表者会議（5/21）、②実務者会議（5/7、7/8、9/9）、③二戸圏
域ネットワーク会議（5/28）、④子ども支援部会（6/30、7/14、8/4、
8/25、9/15）、⑤相談支援部会（6/10、7/15、8/19、9/16）、⑥地
域移行推進部会（6/19、7/24、8/21、9/11）、⑦就労・日中部会（6/11、
7/9、8/6、9/10）⑧就業ネットワーク会議（7/23） 

・「グループホーム見学会 In 奥中山」を開催（9/4、61 名参加） 

（久慈） 
就労分科会、生活支援分科会参加 

 
２ 障がい者の不利益な取扱いの解消や虐待防止の啓発、権利擁護
に関する相談体制の整備 

（久慈） 

・久慈地域の権利擁護推進の支援（通年） 

 
（久慈） 
・カシオペア権利擁護ネットワーク会議への参加(6/3、7/1、8/5) 
・久慈地域の権利擁護推進の支援 
「久慈地域権利擁護推進委員会」出席（5/9、915） 
「権利擁護実務者研修会」出席（6/24、10/14） 
「先進地視察（長野 8/20）、（山形 8/24） 
「財政部会小委員会」出席（9/4） 
 
（二戸） 
・指定障害福祉サービス事業者等講習会の開催（8/24、48 事業所
66 名参加） 
障害者差別解消法及び虐待防止について研修したもの。 
 

 
（久慈） 
・カシオペア権利擁護ネットワーク会議へ参加予定（11/4、12/2） 
「権利擁護推進委員会」（11 月、1 月、3 月） 
「財政部会」（11 月） 
 
 

 ３ 障がい児の療育支援体制づくりへの支援 

（二戸） 

・学習と交流の場づくり（未定） 

 ・11/1 重度心身障がい児の親子研修会開催予定（10 組程度の参
加を見込んでいる） 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

 ４ 農業等の地域産業との連携による就労機会の拡充 

（二戸） 

・農業普及センター等関係機関との連携による農業就労定着の調整
及び支援（通年） 

・カシオペア連邦農業振興プロジェクトの活動支援（通年） 

 

 

 

・カシオペア連邦農業振興プロジェクトの活動支援 

 
 
 
・カシオペア連邦農業振興プロジェクトの活動支援成果発表会開催
（11 月） 

（5）みんなが住みやすいまちづく
りの推進 

 
 

１ いわてユニバーサルデザイン電子マップへの施設登録 

（久慈・二戸） 

・電子マップへの施設登録の推進と周知(市町村等との協働）（通年） 

（久慈） 
・電子マップへの施設登録の推進と周知(市町村等との協働） 
（通年） 

（久慈） 
・電子マップへの施設登録の推進と周知(市町村等との協働）（通
年） 

２ ユニバーサルデザイン及びひとにやさしい駐車場制度の普及啓
発 

（久慈・二戸） 

・ひとにやさしい駐車場制度の周知（各市町村広報等の活用、ユニ
バーサルデザイン推進団体（久慈：障がい者観光サポーター）との
協働）（通年） 

・ユニバーサルデザイン推進団体（久慈：障がい者観光サポーター、
二戸：カシオペア連邦はーとふる発見隊）との協働によるＵＤ学習
の支援（通年） 

 
 
（久慈） 
・駐車場利用証交付状況 
 今年度交付分：新規 20 件、更新 53 件 
（久慈） 

・ユニバーサルデザイン推進団体（障がい者観光サポーターの会）
定例会（毎月第一水曜日）への出席（4～6 月） 

 
 
２ 
（二戸） 
・ＵＤ学習実施予定（３校、9/4、9/14、9/16） 
・駐車場利用証交付状況 
 今年度交付分：新規 18 件、更新 29 件 

 
 
 
（久慈・二戸） 
・ひとにやさしい駐車場制度の周知（各市町村広報等の活用） 
（久慈） 

・ユニバーサルデザイン推進団体（障がい者観光サポーターの会）
定例会（毎月第一水曜日）への出席 

・定例会時に実施するプチ研修会参加・支援 

２ 
（二戸） 
・駐車場利用証の交付・更新 

10 良好な環境の保全 

（1）環境を守り育てる人材の育成
と協働の推進 

 
 

１ 環境を守り育てる人材の育成 

（久慈・二戸） 

・水生生物調査の支援 （６～９月） 

・エコスタッフ養成セミナー、エコドライブ講習会等の開催 

(久慈) 
・シンポジウム･学習会等 ６回開催 600 名 
（うち、水生生物調査の支援：６回、200 名） 
(二戸) 
・シンポジウム･学習会等 22 回開催 702 名 

（うち、水生生物調査の支援：８回、262名） 
 

(久慈) (二戸) 
・環境に関連したシンポジウム･学習会等を開催 
 
 

（林務部関係） 

・「カシオペアフォレストスクール」の開催 

(林務部関係) 
「カシオペアフォレストスクール」の開催 
・4～9 月：９校、10 回、265 人 

(林務部関係) 
・「カシオペアフォレストスクール」の開催(10月） 

２ 森川海連携推進 

（久慈） 

・協議会の開催・環境に関する講演会の開催（７月） 

（二戸） 

・協議会の開催（５月、２月） 

・流域視察（７月） 

・先進地視察（８月） 

・環境に関する講演会の開催（２月） 

(久慈) 
・三流域協議会（７月 1 日） 
・環境講演会開催（７月 1 日） 
・局内 WG 会議開催（２回） 
・「統合版」流域基本計画素案策定作業 
（二戸） 
・流域視察会開催済（７月９日） 
・先進地視察実施済（９月 29 日） 

(久慈) 
・「統合版」流域基本計画策定 
 
 
（二戸） 
・「新」流域基本計画（案）とりまとめ 

 ３ 自然公園等の環境整備 

（久慈） 

・登山道の刈払い（５～９月） 

・平庭遠別登山道協議会の活動支援 

・登山道ガイドの更新 

 

 
（久慈） 
・平庭遠別登山道の刈払い（6 月 24 日、8 月 9 日） 
・平庭遠別登山道協議会総会（6 月 16 日） 
・登山道ガイドの現地調査（8 月）及び更新作業 

 
(久慈) 
・登山道ガイドの更新作業を実施 
・平庭遠別登山道のトレッキングへの参加 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

（2）良好な水環境の確保 
 

 

１ 公共用水域の水質検査 
 河川（毎月）、海域（年 6 回）の水質検査 

 （測定地点）  

  （久慈）河川 14 箇所、海域 3 箇所 

  （二戸）河川 10 箇所 

 
(久慈)4～9 月分実施済（河川１地点で基準超過） 
(二戸)4～9 月分実施済（基準超過なし） 

 
(久慈)(二戸) 
・公共用水域の水質検査を実施 
 

２ 水質特定事業場の排出水の水質検査 

  （久慈）27 事業場  

  （二戸）30 事業場 

 
(久慈) 4～9 月分 12 件実施済（基準超過なし） 
(二戸) 4～9 月分 22 件実施済（基準超過なし） 

 
(久慈)(二戸) 
・水質特定事業場の排出水の水質検査を実施 
 

３ 浄化槽適正管理の指導（久慈・二戸） （通年） 

 

(久慈) 4～9 月実施分  指導 32 件 
(二戸) 4～9 月実施分  指導 23 件 

(久慈)(二戸)浄化槽適正管理の指導を実施 

（3）廃棄物の適正処理の推進 
 
 
 

（久慈・二戸） 

１ 産業廃棄物適正処理指導員（産廃 G メン）による排出事業者等
の監視指導（通年） 

(久慈)(二戸) 
4～9 月：計 99.3%（1,376／監視指導 1,386） 
(久慈) 99.0% (861／監視指導 870) 
(二戸)  99.8% (515／監視指導 516)  

(久慈)(二戸)産業廃棄物適正処理指導員（産廃 G メン）による排
出事業者等の監視指導を実施 

２ スカイパトロール （６月） (久慈)(二戸)  
ｽｶｲﾊﾟﾄﾛｰﾙ 6 月 2 日予定分天候不良で延期 

 

 (久慈)(二戸) 
  ｽｶｲﾊﾟﾄﾛｰﾙ 10 月 6 日実施（延期分） 

３ 休日パトロール （６月） 休日ﾊﾟﾄﾛｰﾙ（久慈）6 月 20 日、（二戸）6 月 13 日 実施済み  

４ 産業廃棄物排出事業者等説明会（10 月）  産業廃棄物排出事業者等説明会実施（10 月） 

５ 関係機関との合同パトロール（10 月） 広域パトロール (久慈)(二戸) 6 月 24 日 実施済み (久慈)(二戸) 
関係機関との合同パトロール実施（10 月） 

県境パトロール（10 月） 

６ 事業者に対する廃棄物の減量化、有効活用等の指導 建設パトロール (久慈)(二戸)5 月 実施済み 
家畜排泄物パトロール 7 月 実施済み 

(久慈)(二戸) 
建設パトロール実施(10 月) 

（4）青森県境産業廃棄物不法投棄
事案への対応 

 

（二戸） 

１ 環境モニタリングの実施（水質 10回/年）（通年） 

（二戸） 

環境モニタリング４月～9 月分（6 回）実施 

（二戸） 

環境モニタリング（10～12 月分）の実施 

２ 「県境産廃だより」の発行（３回）（通年） 

 

 

（二戸） 

「県境産廃だより」第 116 発行済 

（1/3回、7月 15日）  

（二戸） 

「県境産廃だより」第 117 号発行予定（12 月）   

（5）放射線量のモニタリング 

 

 

【復興】 

１ サーベイメーターによる地表付近の放射線量の測定 

 （基準）0.23μSⅴ/h 以下 

 （久慈）毎月１回・５地点 

（二戸）毎月１回・２地点 

（久慈） 

・30 回測定（5 地点／月×6） 

・測定結果 0.04～0.07μSv/h 

（二戸） 

・12 回測定（2 地点／月×6） 

・測定結果 0.020 ～ 0.100μSv/h 

（久慈） 

・5 地点／月 

（二戸） 

・2 地点／月  

２ モニタリングポストによる大気中の放射線量の常時測定（久
慈・二戸） 

 （基準）0.23μGｙ/h 以下 

・常時測定地点：久慈及びお二戸合同庁舎 

（久慈）月平均値 0.049μGy/ｈ(9 月) 

（二戸）月平均値 0.027μGy/ｈ（9 月） 

(久慈)(二戸) 

モニタリングポストによる大気中の放射線量の常時測定 

 ３ 測定結果の公開及び相談対応（久慈・二戸） (久慈)(二戸)県ホームページ等で公開 (久慈)(二戸) 
測定結果の公開及び相談対応 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

11 定住環境の整備と地域コミュ
ニティの活性化 

(1)  交通安全対策の推進 
 
 

 

１ 歩行者の安全確保と冬期間や救急搬送時の安全な交通確
保を図るため、歩道や道路防災施設等の整備を推進 

 
【歩道】 

(1) 一般国道 395 号 久慈市板橋地区 

・10月：難航用地地権者との交渉 

(2) 一般国道 281 号 久慈市大川目地区 

・５～９月：用地交渉 

(3) 一般国道 340 号 九戸村山根地区 

・６月 ：歩道工事発注、推進 

・３月 ：工事完成 

(4) 一般国道 395 号 二戸市仁左平地区 

・７月 ：用地補償事務着手 

 
 
１ 歩行者の安全確保と冬期間や救急搬送時の安全な交通確
保を図るため、歩道や道路防災施設等の整備を推進 

 
【歩道】 

(1) 一般国道 395 号 久慈市板橋地区 

・難航地権者との交渉 

(2) 一般国道 281 号 久慈市大川目地区 

・難航地権者との交渉 

 

(3) 一般国道 340 号 九戸村山根地区 

・工事発注手続き済 

 

(4) 一般国道 395 号 二戸市仁左平地区 

 ・用地補償事務を推進中 

 

 

 

 

 

 

 

・12～1月：地権者との再交渉 
 
・12 月:用地説明会開催。Ｈ28 年３月迄：用地・物件補償契約 

 

 

・工事実施 

・効率的な工程を検討し、年度内完了を図る。 

 

・用地補償事務の推進 

 (5) 主要地方道八戸大野線 洋野町長根地区 

・平成 27 年度休工 

(6) 主要地方道二戸田子線 二戸市小平地区 

・４月～：用地補償事務の推進 

・３月 ：用地補償事務完了 

(5) 主要地方道八戸大野線 洋野町長根地区 

・６月：安全施設工（区画線等）による、歩行者の安全対
策を実施。 

(6) 主要地方道二戸田子線 二戸市小平地区 

・用地補償事務を推進中 

   

 

 

 

 

・用地補償事務の推進 

 【道路防災施設】 

 (1) 主要地方道野田山形線 久慈市宇部地区 

・９月：工事発注 

 (2) 一般県道野田山形線 久慈市木売内地区 

・８月：防災工事契約 

(3) 一般県道野田長内線 久慈市久喜～小袖地区 

・８月：防災工事契約 

(4) 一般県道安家玉川線 野田村玉川地区(旧 玉川の２) 

・８月：用地測量 

(5) 一般国道 281 号 久慈市明神の２地区 

 

・７月：防災工事契約（防雪） 

 (6) 一般国道 281 号 久慈市根森～沼袋地区 

・８月：防災工事契約 

 (7) 主要地方道久慈岩泉線 久慈市山根地区 

・９月：防災工事契約 

(8) 主要地方道戸呂町軽米線 久慈市戸呂町の２地区 

・９月：法面工事契約 

(9) 一般県道野田長内線 久慈市長内町地区 

・９月：防災工事契約 

【道路防災施設】 

 (1) 主要地方道野田山形線 久慈市宇部地区 

・４月～：用地・物件補償契約を推進中 

 (2) 一般県道野田山形線 久慈市木売内地区 

・9 月：工事発注 工事を推進中 

(3) 一般県道野田長内線久慈市久喜～小袖地区 

・４月～工事説明会開催準備 

(4) 一般県道安家玉川線 野田村玉川地区(旧 玉川の２) 

・４月～：用地・物件補償契約を推進中 

 (5) 一般国道 281 号 久慈市明神の２地区 

・４月～：工事発注を推進中 

 

 (6) 一般国道 281 号 久慈市根森～沼袋地区 

・４月～：工事発注を推進中 

(7) 主要地方道久慈岩泉線 久慈市山根地区 

・４月～：工事発注を推進中 

(8) 主要地方道戸呂町軽米線 久慈市戸呂町の２地区 

・9 月：工事発注 工事を推進中 

(9) 一般県道野田長内線 久慈市長内町地区 

・４月～：工事発注を推進中 

 

 

・10 月：用地・物件補償契約 12 月：防災工事発注 

 

・10 月～：工事を推進 

 

・1 月：防災工事発注 11 月工事説明会 

 

・1 月：用地測量発注 
・Ｈ28 年３月迄：用地・物件補償契約 

 

・12 月：工事発注 

 

・12 月～：工事発注 

 

・11 月～：工事を推進 

 

・11 月～：工事を推進 

 

・12 月：防災工事発注 

 (10) 主要地方道岩泉平井賀普代線 普代 

     村黒崎～明神地区 

・10 月：補修設計契約 

(11)  国道 395 号 二戸市仁左平地区（堆雪帯設置）  

・４月～：用地補償事務の推進 

・３月 ：用地補償事務完了 

(12) 一般県道姉帯戸田線 一戸町面岸沢地区  

・４月～：用地補償事務の推進 

・10 月 ：法面工事発注、推進 

・３月 ：工事完成 

 

(10) 主要地方道岩泉平井賀普代線 普代 

     村黒崎～明神地区 

・７月：補修設計契約 

(11)  国道 395 号 二戸市仁左平地区（堆雪帯設置）  

・用地補償事務を推進中 

(12) 一般県道姉帯戸田線 一戸町面岸沢地区  

・用地補償完了 

 

 
 
・1 月：用地測量発注 
 
・用地補償事務の推進 
 
・用地補償事務の推進 
・工事は次年度以降に延期 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

(2) 地域の生活環境の整備 
 
 

 
１ 快適な生活環境の創出と利便性の向上を目指し、都市
計画道路整備を推進するとともに土地区画整理事業を促進 

 
(1) 都市計画道路荒瀬上田面線岩谷橋地区整備 

・４月～：用地補償事務の推進 

   ・３月 ：用地補償の完了 

 
１ 快適な生活環境の創出と利便性の向上を目指し、都市
計画道路整備を推進するとともに土地区画整理事業を促進 

 
(1) 都市計画道路荒瀬上田面線岩谷橋地区整備 
・用地･補償を推進中 二戸市と用地補償委託契約 

 
 
 
 
 
・用地補償の推進 

(3)  地域コミュニティの活性化 
 
 

1「北三陸じぇし会プロデュース地域力強化事業」 

北三陸じぇし会が行う一連の地域活動への支援を行い、地域
の若者・女性に対して、地域活動に対する興味や関心、面白さ
等を情報発信していくことを通じて、地域コミュニティの活性
化を図るもの。 

(1)「地域を好きになる、地域を自慢する」ショートツアーの実
施 

小・中学生(親子参加)等をターゲットとした、久慈地域の隠
れた魅力を体験するバス巡りショートツアーを実施。各コース
の企画・構成は、北三陸じぇし会が担当し、体験学習的な要素
やワークショップ的な要素も組込む。 

1「北三陸じぇし会プロデュース地域力強化事業」 
(1)「地域を好きになる、地域を自慢する」ショートツアー
の実施 
・じぇし会と実施時期・内容等について調整中 

1(1)                                
・年度内実施予定。 

 (2) 女性による地域情報発信支援事業 

北三陸じぇし会と共同で、県内外の様々なイベント(例：いわ
て若者会議、いわて若者文化祭等)やブース(例：中野ブロード
ウェイ。岩手県との連携実績あり)に出展し、久慈地域の、女性
に魅力的な食品や産品、観光情報等を展示(販売)することで、
「美しい人が美しく暮らす土地」としてのブランドイメージを
発信 

(2) 女性による地域情報発信支援事業 
(ア) H27.4月に久慈春まつりに出展し、久慈地域の魅力的
な産品の紹介活動を実施 

(イ)中野ブロードウェイ(中野にぎわいフェスタ)への出展
（10/10～11）について、中野ブロードウェイ商店街組合
及びじぇし会と出展物や参加者について調整。 

                     
・中野ブロードウェイ(中野にぎわいフェスタ)への出展（10/10～11） 
（ブース来訪者数 約 1,700名） 

 

 
２ カシオペア若者定住事業 

(1) カシオペア若者交流事業 
  若者が自ら企画検討した交流イベント等を開催する。若者
が気軽に交流できる場を設け、若者の定住化に寄与する。 

事業終了後も企画したメンバーを中心に若者主体の地域
づくりを推進し、体制づくりを目指していく。 

 ・４月：若者ワークショップメンバーの人選 

若者ワークショップのメンバーを人選する。 

 ・５月～７月：若者ワークショップ 

  若者交流イベント等の企画や、若者情報発信について検討
する。 

・７月：委託契約 

 ・８月：夏の交流会(仮) 

  夏に開催するイベントと連携し、若者交流イベントを実施
する。 

 ・12月：冬の交流会(仮) 

  若者交流イベントを実施する。 

 
 
・カシオペア地域在住の若者による「カシオペア若者交流事
業 若者ワークショップ」を開催 
第１回 ５月 11 日（月）  

 第２回 ６月１日（月） 
 第３回 ６月 22 日（月） 
  
(ア)7 月 16 日（木）、特定非営利活動法人カシオペア市民情
報ネットワークと委託契約を締結。 

 
(イ)8 月 23 日（日）第１回目の交流会として馬淵川河川敷を
使用したバーベキューイベントを開催。 

 
 
(ウ)山川ゆたかカシオペア交流くらぶとの連携（ワークショ
ップのメンバー４人がおもてなし課長代理となって体験
交流を開催する） 

 
 
・第 2 回交流会に向け、若者ワークショップメンバーによる打合せ会を開
催 
 

 (2) カシオペア若者情報発信事業 

  カシオペアＦＭ（週 1回 10 分）の放送 

  若者が自らコミュニティ FM の番組に出演し、地域に対す
る考えや、自らの活動などについて発言する。若者主体の地
域づくりの機運を醸成し、情報発信のスキルを高める。番組
内には、県からの施策のお知らせコーナーも設ける。 

 ・４月：委託契約 

 ・４月～３月 放送（週１回、計 52 回放送） 

 
・特定非営利活動法人カシオペア市民情報ネットワークと委

託契約を締結。 
・６月末までにカシオペア地域在住の若者 13 名が出演。県
からのお知らせ 5 件放送。 
 
・7～9 月までの期間、13 名の方にご出演いただいた。同期
間、県からのお知らを 3 件放送した。 

 

 
・出演者の人選 
・お知らせコーナー原稿の募集 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

【Ⅳ その他重要施策】    

12 若者・女性の活躍支援 

(1)  地域の魅力づくり・発信の
促進 

 
1 魅力づくり活動の支援 

(1)「北三陸じぇし会プロデュース地域力強化事業」（再掲） 

 ※「地域コミュニティの活性化」参照のこと 

  

 
(2) カシオペア若者定住事業 

① カシオペア若者交流事業（再掲） 
 ※「地域コミュニティの活性化」参照のこと 

  

 
２ 歴史文化発信の支援 
若者を中心とする歴史文化発信活動の支援 

(1) 九戸政実をテーマとした活動支援 

 若者が地域に誇りと愛着を持ちながら、交流や活動を通じ
て地域を盛り上げていけるよう支援する。 

 ・ 「九戸政実武将隊」の結成し、イベント等で演武を披露
（５回程度を予定） 

・ 「九戸政実武将隊」を中心として、政実をテーマとした
寸劇、講談、演武等を発表する場として、「九戸政実フェ
スタ（仮称）」を開催（8 月頃を想定） 

 

２ 歴史文化発信の支援 
若者を中心とする歴史文化発信活動の支援 

(1) 九戸政実をテーマとした活動支援 

 ・「九戸政実武将隊」 

イベント出演８回（５月２回、６月１回、７月２回、８
月２回、９月１回） 

二戸市制作のいわて国体ダンス映像に出演 

・「九戸政実フェスタ」 

二戸市シビックセンターで開催（8/22）。各演目の観客
は 70 人～100 人で、延べ人数は 680 人。 

 ・「二戸市民文士劇『天を衝く』」 

   地域の住民が中心になって結成した実行委員会主催で
10 月に公演。会議開催や公演申請等の諸手続きや会議室の
貸与などで支援。 

２ 
(1) 
・「九戸政実武将隊」 
 ・「山・川・ゆたか カシオペア 体験交流くらぶ」の『九戸城＆九戸政実

武将隊体験くらぶ』に出演（10/31） 
 ・「にのへえき感謝祭」に出演予定（12 月） 
 ・帰省客を相手に、二戸駅で出迎えを予定（12 月） 
・「九戸政実フェスタ」 

 ・来年度の開催方法について「九戸城古戦場まつり」主催の二戸市観光協会
と協議。 

・「二戸市民文士劇『天を衝く』」 

 10 月 3 日、4 日の公演を支援 

  
 

 (2) 九戸政実をツールとした情報発信 

・ 九戸政実ホームページの更新、九戸政実ガイドブックの増
刷 

(2) 九戸政実をツールとした情報発信 

・ 九戸政実ホームページの更新（18 回） 

  九戸政実武将隊 フェイスブック及びツイッター運用
を６月に開始、いいね 136 件、フォロワー19 人（9 月末
現在）。 

・九戸政実ガイドブックの増刷（6 月、5000 部） 

(2) 
・九戸政実情報発信 
 九戸政実ホームページや、武将隊フェイスブック、ツイッターなど SNS
を使い、積極的に情報発信 

(2) 子どもの地域への愛着促進 
 

１ 小学生からの地域愛着促進 
(1) 体験交流プログラムの実施 

小学生からの地域愛着を促進するため、地域資源を活用し
た体験交流プログラムを 50 回ほど開催。 

・ 夏季及び秋季における企画を掲載したリーフレットの作
成 

・体験交流プログラムガイドブックの更新及びＰＲポスター
の作成 

・体験交流ホームページの更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 小学生からの地域愛着促進 
(1) 体験交流プログラムの実施 
・ＰＲポスター・ＰＲツール（バッジ等）作成・配布（6月
上旬） 
・ＨＰ一部改訂（機能追加）第 1回目実施（6月中旬）、第 2
回目実施（7月下旬） 
・「山・川・ゆたか カシオペア 体験交流くらぶ」夏休み企
画リーフレット作成・配布（7月中旬、43,000部）：26回開
催、884人参加 
・県修学旅行誘致説明会函館・札幌会場出席（9/8函館、9/9
札幌） 
・ツーリズムＥＸＰＯジャパン 2015国内商談会等出席（9/24
東京） 
・「山・川・ゆたか カシオペア 体験交流くらぶ」秋・冬企
画リーフレット作成・配布（9月下旬、43,000部） 
・「山・川・ゆたか カシオペア 体験交流くらぶ」各プログ
ラムメニュー（随時マッチング）開催 
・【参考】9月末現在「カシオペア連邦局おもてなし課」
Facebookページ「いいね！」数 756、Twitterフォロワー数
373 
・【参考】御所野縄文公園入込者数：4～9月 15,585人（対
前年比 4,433人・22.1％減、対前々年比 1,399人・8.2％減） 

１ 小学生からの地域愛着促進 
(1) 
・「山・川・ゆたか カシオペア 体験交流くらぶ」各プログラムメニュー（随
時マッチング）開催 
・ＰＲ動画制作・配信（10月上旬、「カシおもサポーターズ」協力） 
・ＨＰ一部改訂第 3回目実施（10月上旬） 
・「カシオペア連邦おもてなし会議」（おもてなし課長等懇談会）開催（12/9） 
・「山・川・ゆたか カシオペア 体験交流くらぶ」平成 28年度版ガイドブ
ック作成・配布（1月下旬） 
・ＨＰ内容拡充・公開（1月下旬） 
・「山・川・ゆたか カシオペア 体験交流くらぶ」インバウンド受入対応（2
月、安比高原連携） 
 
 
 
 
 
 

 (2) 体験交流プログラムの新規企画等の支援 

  新たな体験交流プログラムの企画実施を促進するため初
期費用の一部を支援する。 

 

(2) 体験交流プログラムの新規企画等の支援 
・未実施（参考：新規企画で必要と判断した場合のみ実施） 

(2)  体験交流プログラムの新規企画等の支援 
・必要に応じて実施 
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(3) 若者の地元就職・定着支援 
 
 

１ 中学・高校生の地元企業の理解促進 
(1) 中学・高校生の地元企業の理解促進 

① 地域ぐるみのキャリア教育推進体制の強化 

  県、市町村、市町村教育委員会、商工会議所・商工会、ハ
ローワーク等による地域ぐるみのキャリア教育推進体制の
強化を図る（久慈、二戸） 

 ・4 月：研究会設立準備 

・6～7 月：意識調査（企業訪問、アンケート） 

・12 月：セミナー開催 

 

 

 

 

 

 

 

１ 中学・高校生の地元企業の理解促進 
(1) 中学・高校生の地元企業の理解促進 

① 地域ぐるみのキャリア教育推進体制の強化 

 ・久慈地域キャリア教育推進研究会設立（7/27） 

 ・第 1 回久慈地域キャリア教育推進研究会開催（8/6） 

 ・久慈市の「復興を担う次世代の人材育成事業（緊急雇用事
業）」を採択し、キャリア教育支援員の配置・活動を支援 

 ・久慈市キャリア教育推進協議会（5/15 設立）と連携し企業
アンケート実施（9/15～10/2）。 

・久慈市のキャリア教育支援員と共に久慈市内の全中学 8 校
を訪問（6 月）。取組方向の説明、企業見学、出前授業、職
場体験等の取組拡充を検討。 

・長内中学校の職場体験事前学習支援（6/19）、視察及び受
入事業者からの意見聴取（6/30～7/2） 

・二戸地域就職促進に係る関係機関打合せ会を組織し開催。 

（4/30、6/23、8/31）（二戸） 

１ 中学・高校生の地元企業の理解促進 
(1) 中学・高校生の地元企業の理解促進 

① 
・企業訪問、アンケート取りまとめ（10 月～） 

・セミナー等の開催（12 月） 

・二戸地域就職促進に係る関係機関打合せ会（10 月下旬） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ② 地元企業訪問ツアーの開催 

  夏休み等を利用した地元企業訪問ツアーの開催等により
中高生の地元企業の理解を促す。 

 ・7 月、8 月（二戸）、11 月（久慈） 

 ・１回に 5～6 社訪問 

③ 地域産業の魅力発信セミナーの開催 

  中学・高校生を対象に地元就職の動機付けや関心を高める
ための地元企業の若手社員による魅力発信セミナーの開催。 

 ・1 月～3 月：魅力発信セミナー（二戸） 

② 地元企業訪問ツアーの開催 

・一戸高校１年生を対象に 7/28 実施。（二戸） 

・軽米中学校１年生を対象に 9/25 実施。（二戸） 

 

② 地元企業訪問ツアーの開催 
・久慈東高校 1 年の企業見学支援（11/27） 

 
・伊保内高校企業訪問ツアー（12 月上旬） 

 

 

 ２ 若年者等の就業支援 
    地域ジョブカフェを拠点として、高校生の地元企業への就
職、新規就労者の職場定着及び若年求職者の就職活動等を支
援 

・通年：求職者就職支援、企業ガイド情報提供 

（・６月：フレッシャーズカフェ（久慈）） 

・7 月、11 月：出前講座 5 校程度（二戸） 

・７月：高校 3 年生向け企業説明会（二戸） 

   高校 3 年生 100 名程度 

   参加企業 20 社程度 

・7 月：若手先輩による明日を考えるシンポジウム（二戸） 
100 名程度 

・10 月：地元企業のＰＲイベント（二戸） 

    1,000 名程度、企業 25 社程度 

（・１月：しごとスクエア in 久慈） 

・１月～3 月：若手先輩による明日を考えるシンポジウム（二
戸）100 名程度 

２ 若年者等の就業支援 
    地域ジョブカフェを拠点として、高校生の地元企業への就
職、新規就労者の職場定着及び若年求職者の就職活動等を支
援 

・通年：求職者就職支援、企業ガイド情報提供 

（・2015 フレッシャーズカフェ in 久慈琥珀（6/19）） 

・H28.3 新規高等学校卒業予定者対象求人説明会（7/15）（久
慈） 

・カシオペアしごとフェア 2015（高校 3 年生向け合同企業説
明会（7/2）（二戸） 

管内高校 3 年生 57 名参加、参加企業 26 社 

・10 月以降、出前講座 5 校程度予定（二戸） 

  

 

 
 
 

２ 若年者等の就業支援 
 
 

・出前講座 5 校程度予定（7～11 月） 

 
 
 

 

・10/27 カシオペアしごとメッセ 2015（高校２年生向け地元企業ＰＲイベント）
（二戸） 
 
 
 
 
 
（・しごとスクエア in 久慈）（1/27） 

 
３ 新規学卒者の定着促進 
(1) 出身校や出身地区単位のＯＢ会等を開催し、新規学卒就職
者の地元定着を図る。 

 定着支援セミナー・交流会（久慈、二戸） 

 ・6 月：管内新規学卒者交流事業（久慈） 

     対象者 100 名程度 

・1 月～3 月：定着支援セミナー・交流会（二戸） 

３ 新規学卒者の定着促進  
(1) 出身校や出身地区単位のＯＢ会等を開催し、新規学卒就職
者の地元定着を図る。 

 

・2015 フレッシャーズカフェ in 久慈琥珀（6/19））【再掲】 

 対象者 109 名 参加者 46 名 

 

(4) 魅力ある企業の育成 
 

１ アパレル産業の魅力発信 

学生デザインファッションショー（再掲）        
※「ものづくり産業の振興」参照のこと。 

  

13 国体の推進 
 
 

１ 国体普及啓発の推進 

国体開催に向けた市町村の主体的な取組みを、広域的な広報
活動で支援する。 

１ 国体普及啓発の推進 

・国体マップの作成（久慈、二戸）             

１ 国体普及啓発の推進 

・国体マップ（久慈、二戸）2 月作成予定 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

・国体マップの作成 5,000 部（久慈、二戸） 

・国体パネルの作成   10 枚（二戸） 

・国体シールの増刷 10,000 部（二戸） 

 

局内にてコンセプト・内容に関する検討を実施 
 
・国体パネルの作成（二戸） 

 二戸市とコンセプト・内容に関する協議を実施 

 

・国体シールの増刷（二戸） 

 市町村に必要枚数のアンケートを実施（8 月） 

 

・合庁国体横断幕等作成（久慈、二戸） 

 デザイン、掲出場所の検討等 

 

 

 

・公用車用マグネットシートの作成（久慈、二戸） 

自作シートによる耐久テスト実施済 

デザイン検討 

 
 
・国体パネルの作成（二戸） 

 2～3 月に完成予定 
 
・国体シールの増刷(二戸) 
在庫状況を見ながら適宜増刷する予定 
 

・合庁掲出用 横断幕等の作成 
  (デザイン・コンセプトについて検討) 
 久慈：12 月上旬掲出予定 
 二戸：10/16 掲出予定 
 
・公用車用 国体マグネットシートの作成 
久慈：局長車に試験設置済。11 月中に作成し、各部配布 
二戸：10/16 一部運行開始（各センターには 10 月中に１台分配付） 

 ２ 受け入れ体制の強化 

国体で県北地域を訪れる方の増加が見込まれることから、受
け入れ体制の充実を図る。 

・「カシオペアおもてなし講座」の開催（二戸・再掲） 

・「希望郷いわて国体おもてなし研修会」の開催（久慈） 

 ２ 受け入れ体制の強化 
・「カシオペア・エコツーリズムフォーラム」の開催（10/24～25、二戸・
再掲） 

・「カシオペア連邦おもてなし講座」の開催（2月中旬、二戸・再掲） 
・「希望郷いわて国体おもてなし研修会」の開催（久慈） 

 ３ デモンストレーションスポーツ体験会（久慈） 

 デモンストレーションスポーツ(天皇杯順位等に関係なく、国
民の健康の増進等を目的として行われ、誰でも手軽に参加でき
るスポーツ行事)体験会(対象：一般、学生等)を開催。 

・ サーフィン   (洋野町) ※中学生以上 

・ パークゴルフ  (洋野町) 

・ウォークラリー (野田村) 

３ デモンストレーションスポーツ体験会（久慈） 

・ サーフィン (洋野町)  
→7/5、7/26、8/2 の計 3 回実施。延 59 名参加 

・ パークゴルフ (洋野町)                
→9/27開催。21名参加。 

・ウォークラリー (野田村)               
→ 11/14 開催決定。開催告知等について調整中 

３ デモンストレーションスポーツ体験会（久慈） 
・ウォークラリー 
→ 11/14(土)開催 

14被災者相談支援センター 
 
(1)   被災者相談支援（生活不安

の解消） 
      

 

被災者相談支援窓口の強化を図るため、久慈地区被災者相談
支援センターの運営と各種出張相談を実施 

ア 久慈地区被災者相談支援センターの運営 

 

 

イ 専門家や相談員による出張相談の実施 

・ 久慈広域消費生活センター出張相談と併催で弁護士出張相
談を実施 

（毎月：洋野町・野田村、隔月：普代村） 

・ 専門家合同相談会を野田村で開催（14:00～19:00） 

（毎月第 2水曜日） 

・ 司法書士（第 3火曜日）及びファイナンシャルプランナー
（第 4金曜日）の出張相談を野田村で開催 

・ こころの健康相談センター（野田村）に相談員を派遣し相
談対応（毎週水曜日） 

 
 

ア 久慈地区被災者相談支援センターの運営 
  相談件数 112件（前年同期比 260％） 

［内訳：専門家 40 件、相談員 72件］ 
 
イ 専門家や相談員による出張相談の実施 
・ 弁護士無料出張相談 15 回実施 

［内訳：洋野町６回、野田村６回、普代村３回］、相談件
数 14 件（前年同期比 70％） 
［内訳：洋野町５件、野田村６件、普代村３件］ 

・ 専門家合同相談会６回開催 
相談件数 23 件（前年同期比 65％） 
［内訳：専門家 18 件、相談員５件］ 

・ 司法書士出張相談６回、相談件数９件（前年同期比 450％） 
・ ＦＰ出張相談（我が家の復興計画づくり個別相談会）24 回

開催 
相談件数４件（前年同期比 25％） 
［内訳：ＦＰ２件、相談員２件］ 

・ こころの健康相談センターにおける相談員対応件数 31 件
（前年同期比 106％） 

 
 

 
 
 
ア 久慈地区被災者相談支援センターの運営 
 
 
イ 専門家や相談員による出張相談の実施 
 ・ 10月以降のＦＰによる出張相談は、毎月第４週金曜日（合庁）のみ 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

(2)   関係機関との連携・情報共
有の推進 

 

被災者を取り巻く現状や課題等について被災者支援を行う
関係機関と連携・情報共有を図るため、連絡会やセミナーを開
催 
ア 久慈地区被災者相談支援連絡会の開催（６月、10月、３月） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

イ 野田村と久慈保健所が開催する野田村復興支援チーム定
例連絡会（月 1 回）等への参加 

 
ウ 支援者向けセミナーの開催（６月、11 月） 

（対象者：市町村担当者・生活支援相談員等） 

 
 
 
ア 久慈地区被災者相談支援連絡会の開催（住宅再建部会と併
催） 

 ① 日時 9/11（金）15：00～16：30 

 ② 場所 第４会議室 

 ③ 出席者数 15 名 

 ④ 議題 

  ・ 連絡会設置要領の一部改正（原案のとおり了承） 

・ 被災者相談支援センターの H26 活動報告及び H27 活
動計画 

  ・ 被災者支援の現状と課題（意見交換） 

 ※ 連絡会において出された主な意見について、被災者生活
再建支援連絡会議（9/24）において本庁関係部局へ情報提
供。 

イ 野田村復興支援チーム定例連絡会に参加し、被災者相談支
援センターの活動状況等について報告（６回） 

ウ 支援者等向けセミナーの企画案について検討 

 ・ 9/11 の連絡会において、合庁に派遣される弁護士及びＦ
Ｐを活用したセミナーを各１回開催することについて了
承。 

 ・ 復興局と開催日時と講師について調整中。 

 
 
 
ア 連絡会構成員とメーリングリスト（9/11から運用開始）を活用し随時
情報共有（9/30時点で、センターだよりや復興の現場見学会の案内など
７件）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ 野田村復興支援チーム定例連絡会への参加 
 
 
ウ 支援者等向けセミナー開催 

11/16 講師：弁護士 
12/1 講師：ファイナンシャルプランナー 

(3) 情報発信の強化 
 

ア 被災者に対して、各種支援制度や相談会等の周知を図るた
め、各種広報媒体を活用しながら、情報発信を強化 

・ センターからのお知らせ（隔月発行） 

・ 被災者相談支援センターHP 

・ 市町村広報誌等の各種広報媒体 

ア 各種広報媒体を活用した情報発信（実績） 

 ・ センターだより３回発行（４・５月号、６・７月号、8・
9 月号） 

 ・ センターＨＰ６回更新 

 ・ 洋野町、野田村、普代村の広報誌を活用して専門家派遣
相談及び合同相談会の開催について周知（16 回実施） 

 

 

ア 各種広報媒体（センターだより、ＨＰ、市町村広報誌等）を活用した
復興や被災者相談支援に係る情報発信 

 

 イ 東日本大震災津波で被災した現場の復旧・復興状況を住民
に理解してもらうため、「復興の現場見学会」を開催 

・ 開催時期：平成 27年７月 

・ 見学場所（候補）：久慈地域の復旧・復興現場（防潮堤、
高台造成、災害公営住宅、復興道路、復旧した観光施設等） 

イ 復興の現場見学会の開催 

 ・ 三陸国道事務所、振興局土木部、久慈市、野田村の担当
職員と見学先等を検討・調整の上、10/31（土）に見学会
を開催することを決定 

・ 市町村、社会福祉協議会等を通じて参加者募集を開始。 

イ 10/31 復興の現場見学会開催（参加 28名） 

 ウ 復旧・復興に向けたこれまでの取組状況と最新情報を住民
にお知らせするため、全世帯配布広報誌を 3月に発行 

ウ 全戸配布広報誌「北いわて復興最前線」の発行 

・ 地域経営推進費２次要求（７/17 採択） 

・ 掲載する内容について情報収集 

 

ウ 全戸配布広報誌「北いわて復興最前線」の発行（３月発行） 
  

15 北いわて情報発信 

(1) 圏域内の住民への情報発信の
強化 

圏域内の住民へ振興局の取組の理解促進を図るため、情報発
信を強化 

(1) 県北広域振興局全世帯配布情報誌「北いわて最前線」の発
行（11 月） 

 
 
 
(1) 全世帯広報誌「北いわて最前線」の発行 
 ・ 制作業務委託の企画コンペを実施（公募期間 8/28～

9/25、審査会 9/29） 
  

 
 
 
(1) 12/1発行 

 
(2) カシオペア若者情報発信事業（再掲） 

  ※「若者・女性の活躍支援」参照のこと 

  

 (3)  市町村広報誌を活用した情報発信（月 1 回） (3) 各市町村 HP トップページに局 HP をリンクするよう
調整中。 

 

(3)  各市町村 HP トップページに局 HP をリンクし、随時、情報発信 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期以降） 

 (4)  管内タウン誌の「振興局からのお知らせ」コーナーを活
用した情報発信 

  ・月１回：久慈エリアタウン誌「ダ・なす」での管内への
情報発信 

(4) 毎月「ダ・なす」掲載記事件数 
4 月 2 件、5 月 4 件、6 月 2 件、7 月 2 件、 
8 月 4 件、9 月 5 件  

毎月「ダ・なす」に掲載 

 (5) 効果的な広報活動を検討するため、局内担当者による会議
を開催 

(5) 局内広報体系を作成し、各部室等に周知(5/15) 
 

 

(2)   圏域外での北いわての認知
度向上 

 

圏域外での北いわての認知度向上のため、ＳＮＳや報道機関
を活用した情報発信を強化 

  

 
(1) Ｆａｃｅｂｏｏｋやイーハトーブログ等を活用した情報
発信（随時） 

(1) Ｆａｃｅｂｏｏｋやイーハトーブログ等を活用した情報
発信（随時） 

 

・三陸復興 facebook 掲載記事件数 103 件 

 内訳（件） 

 

 

 

・イーハトーブログ掲載記事件数  109 件 

 内訳（件） 

 
 

月 4 5 6 7 8 9 計 

県北局 12 8 19 24  22 18 103 

月 4 5 6 7 8 9 計 

県北局 16 12 18 21 20 22 109 

 

 (2) 北三陸じぇし会と共同した地域情報の発信（再掲） 

 ※「若者・女性の活躍支援」参照のこと  

  

 (3) 報道機関との定例懇談会を開催し、報道機関へ情報提供（月
１回） 

(3) 報道機関との定例懇談会を開催し、報道機関へ情報提供 
→６回開催 
・久慈地区では毎月第 1 木曜日に開催（4/9、5/14、6/4、7/2、

8/5、9/3） 
・二戸地区では毎月最終週の水曜日に開催（4/27、5/26、6/30、

7/30、8/27、9/29） 

(3) 報道機関との定例懇談会を開催し、報道機関へ情報提供 
・久慈地区では毎月第 1 木曜日に開催 
 
・二戸地区では毎月最終週の水曜日に開催 

 (4)  効果的な広報活動を検討するため、局内担当者による会議
を開催（再掲） 

  

    
 


